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BAWESSRILEROAMS 福島 県 地学 同好 会 と の 連合 会 と し て , 6 ACHE 
島 大 学 学 革 学 部 て 開か れ 炊 の 護 演 が 行 は れれ た 。【 特 別 庶 帝 ) 高 等 有 孔 虫 の 地 暫 時 代 に 
於 ける 形態 及び 構造 の 変 杜 ARIEL), (GEE RUM (I) 
田 雅 ), 太 島 県 信夫 都 中 野村 産 カ = 化石 Cancerx に つい て (GRIT), BBA OPT 
層 に 就 い て (鎌田 泰彦 ), 常 毅 寮 田 漫 長谷 麻 群 の 層 序 と 堆積 作用 た に つい て (FH) Cat 
JS), 常 般 田 の 海 旋 地 質 (LOT), 山形 県 東田 中 郵 選 山 西方 地域 の 地 斬 , 

( 弓 川 信 納 )、 池 の 原 短 粒 砂 層 に つい て (第 一 報 ) (SKA), WOR グリ ンタ フ Bh 
域 に 関連 する RIBS IC OVC (DURSBHE), FABER Nilssonia の 一 新種 に つ 
いて (I-53). "山形 県 東置賜 郡 二井 宿 附 近 の 地 足 (岩井 淳一 , 蘭 四 博志)) ソイ オ 
ミン アゲ 州 Leucite Hill の アル カリ 岩 (ABS), TSE LUC INT 3 EE OFF 
代 確認 の 新 事 実 (NEES. CER), HB A SEDI 7 CELIA (SHEE RA) 
に つい て (FBI), ER MUUOMDAL OK (SHAVE RIA). WA BEEK 
筑 央 に つい て (日 向 川 流 城 ) (今田 正 ), 津川 盆地 周辺 の PEBREICO CT ERB 
ー, 杉山 隆二 , Sth, SIP, RRA AYES 名 う , BARS RE 
Comptoriphillum に こい て (内 沢 一 郎 ). 46 月 7 日 に は 訪 島 県 地学 同好 会 総会 が 
Blt, HAE HRAL LC KO BRA filth, REAL V9 = 9 VR 
(DBA), 国土 開発 と 物理 地下 探査 ( 近 共 叫 三 ), Re BORA Te (ER 
男 ), 営 船 娠 田 に つい て (YL AFC), ARERR (鈴木 障 ) 


新 T) 紹 介 


Petroleum Geolegy. By Landes, K.K. Fj AIC AYR Ae PA 
ES LMWARICHOBRE CHS, Ai RIC 4 TS COMMBICHO CH 
べら れ , A3clk 石油 地 眉 の 技術 , Il 石油 の 地質 学 的 産出 状態 , ILL 石油 供給 源 
の 現在 と 将来 の 部 に 分 れ Lb 成る 。 序 章 に 於 て 五 洗 地 質 の 役割 を 述べ 倫 来 た 店 
TER POCBES 4 peso ON LC So FHL (2) PEE, 従来 の 探査 法 の 他 に 地 化 学 机 
方 法 , Slime hole drilling, Underwater gravity-meter SOS LV Yee SARA 
し て ある 。 (3) 開発 , (4)~(8), KA AUMOW AOMPLBMHER, HV, 移動 , 
集積 i ・ 集 積 (trap) に つい て 述べ , (8) trap は 特に 最も 重要 な 章 で 1208 
以上 を 者 し 殆ど 世界 の あら ゆる 地域 か ら の oil trap の 例 を 選び 図 を そる て 記載 し て 
あぁ る 。 (9), (10) 7 AY ASRAROMBEORND TH AIDED DEB oH TR 
各地 の 油田 に つい て 百科 ON 広 献 数 の 多い こと は 和敬 嘩 た 値する 。. (11) B 
THERMO, PRC LOPS RR OW AEE BELT ある 。 本 交 660 Hy, 
1951 年 出版 , John Wiley, 4000 円 ) [田口 
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FeO-Al,0;-SiO2%* (The system FeO-Al,0;-Si0,) 


J. F. Schairer’) EAS as Sty: Sata (Kenzo Yagi)? 


_ Abstract : Phase-equilibrium studies of this system, at and just below 
temperatures where a liquid phase is present, show one ternary compound, 
the iron analog of cordierite (2FeO. 2Al2035. 5SiO2), which decomposes. 
at 1210°+10°C. to mullite, tridymite, and liquid. The fields of stability 


of corundum, mullite, hercynite, iron cordierite, cristobalite, tridymite, | 


fayalite, and wiistite have been delineated. The following invariant points. 
(the first two eutectics and the remainder reaction points) were located : 

Fayalite-+wiistite +hercynite+liquid 1148°+5° 

Fayalite+iron cordierite+tridymite-+-liquid 1083°+5° 

Fayalite+iron cordierite+hercynite+liquid 1088°+5° 

Hercynite+iron cordierite+mullite+liquid 1205°+10° 

Iron cordierite+mullite+tridymite+liquid 1210°+10° 

Corundum + mullite+hercynite+liquid 1380°+5° 

Cristobalite+tridymite+mullite+liquid 1470°+10° 
Iron cordierite crystallizes with some reluctance, and the metastable: 
invariant points fayalite+tridymite + spinel + liquid at 1073°+5°, and 
mullite + hercynite + tridymite +liquid at 1205°+10° can be realized. No 
ferrosilite or almandine garnet could be crystallized ‘from the melts at 
any temperature even when melts were seeded with these crystalline 
phases. Natural almandine from Botallack, England (91. 3 per cent. 
almandine), when heated begins to decompose at an appreciable rate as 
low as 900°C. and yields a mixture of hercynite, iron cordierite, and 
fayalite. The bearing of these results on petrology and slags is discussed. 


1 緒 
Clarke 及び Washington?) (CkLOCHAZONRKKBOYAMRE 見 , 


Dill 


* = O--x242-c Norman Levi Bowen 博士 に 控 ぐ , (本論 区 は American 
Journal of Science, Bowen Volume, 1952, pp. 471~512 に 折 載 され た 英 


ECR CD) 

1) Geophysical Laboratory, Carnegie Institution of Washington. 

2) BK Ue 1950~51 年 間 Carnegie Institution of 
Washington Fellowship ici) 488: L°c Geophysical Laboratory 
に た で て 和 研究 o ‘ 

3) Clarke; F. W. and Washimgton, H. S., 1922. The average chemical 
composition of igneous rocks: Nat. Acad. Sci. Froc., 8, pp. 108~115 
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Be, “ESCM ROM, SiO;, ALOs, 酸化 鉄 , CaO, Naz0, 
MgO, K20, H20, TiO2, P205. 及び MnO で ある 。 こ と の 中 最初 3 者 
BAKO 81% WEED, 最後 の 2 者 は ご く 少 量 (それ ぞ れ 0.30 及 
で び 012%) し な 存在 し な 。 REAM の 火 茂 岩 中 の 物質 の 総量 は 僅か 
0.5% に に 過ぎ な い 。 Geophysical Laboratory "に お いて 最初 完成 され た 
人 造 同 物質 の 3 成分 系 は Rankin 及び Wright!) | Eb) BHA N7e Bs 
Al,Os-Si0, BCHSo HK SiO,-AlOs Fie HOVE ARM LMIO 

を 加え た 3 ご の 3 RIRPRRBTDSBRENK. BMS ee 
び Merwin?) に よ ょ る MgO-Al,0;-SiO, 系 , Schairer 及び Bowen?) ck 
Z Na,O-Al,03;-SiO, 系 と K,O—-Al,O;- SiO, KEREMCHS.RMnO- 
Al,O;-SiO; 系 は United States Steal Corporation の 研究 所 に 於 て 
Snow) に ょ つて 研究 され た を 。 

本 論文 は FeO-ALOs-SiO。 系 に 関す る 研究 の 結果 を まとめ た も の で あ 
3, FeO, ALOs 及び SiO, OMP-BRMMADUCHAM, AROM 
識 は 4 成分 系 の CaO-FeO-Al,0;-SiO, 系 と MgO-FeO-Al,0;— 
SiO2 系 9 OH, 8, HEB (pyroxenoids), BRA, kU 
石 等 の 研究 に は きわ め て 必要 で あり , le tah 
本 的 な デー タ と な る も の で ある ろ る 。 

FeO-Al,0;-SiO2 系 を 最初 に 研究 し た の は Hay, White 及び Caulfield”) 
CDS. Kit 1458° 以下 で は 真 訟 中 で , 又 そ れ 以 上 の 温度 で は 容 素 気流 
中 で モリ ププ デン 製 坪 場 を 用 い , 加 熟 曲線 法 に より 実験 し た を た 。 し か し 第 1 鉄 
坦 酸 塩 と 金属 鉄 と の 間 の 平衡 及び 液 相 中 の FeO; の 存在 に つい て 何等 の 


1) Rankin,G A.and Wright, F. E,, 1915. The system CaO-ALOs-SiO»: 

Nm Jour. ‘Sci: 39, ‘pp: 1479. i Chorin 

2) Rankin, G. A) and Meérwin, H! E, 1918. The system MgO-Al,03- 
S$10,: Am. Jour. Sci. 45, pp. 301- 325. 

3) Schairer, J. F and Bowen, N. L., 1947, Melting relations in the 
systems Na,O-Al,0;-SiO, and K20-AlsO03-SiO,: Am. Jour. Sci. 245 
pp. 193-204. ie 

4) Snow, R.B., 1943. Equilibrium relationships on the liquidus ‘surface 
in part of the MnO- Al, OS system : Am. < RNS Soc. Jour.; 


-« 26, pp. 11-20. 

‘5) Schairer, J. F.,'1942! The systém CaO =FeO-Al, tole SiO: “Results 
of quenching experiments on five joints: Am. Ceramic Soc. ae 25, 
pp. 241-274. 


6, Keith, M.L.,1950. , Annual, report. or the. DOr of Geophysical 

Laboratory, Carnegie Inst. Washington, Year Book, No. 49, ‘pp. 47-48. 
-7) Hay, R., White, 'Jamés,'and Caulfield; DH: 1937. The ternary system 
< FeO-Al,05-SiO, :/Glass ‘Technology Se Foun 21, ppi'2704280. 
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BIEL DEA ORKM, 同氏 等 の 決定 し た 相 の 組合 せ は , 本 論 六 に 玉 
NORE ELEC, FOR Snow) 及び Mc Caughey?) が 
Mcker + Y 77H WAM C, AS ie PRU A CARRE BPEL, 
\ 良好 な RARE HERL CHS. Snow は 本 系 の 混合 物 を 調製 する の に kK, 
ALLO; DRE LTHRLIE 7 RIP AVY EAH Ve MELE 
Vth), その 相 の 組合 せ は 著者 の 1 人 が 得 た 予報 的 な 結果 と SRL 
いる 。 閣 性 の 高い 融 体 か ら は 3 RINLAMORE RA Hay L Ip. MOY rod 
た め , 3 KRATEAODSLOREREEELOCHS, RSnow ORHL - 
た 温度 は 全て 約 100° ほど 低 で 。 と 私 な テ 部 は 分 析 値 か ら る 判る よう Kk に, 

ガオ リン や 稿 主 中 の 不純 物 に よる の で ある が , KBDEVTV 7 AACK 
き な 寺 坦 の 中 に ある 話 融 物 の 温度 を 測定 する と と の 困難 さ に 基く ぐる の で あ 
ON EE ee 
報じ し た 結果 と よく 一 致し て いる 。 

2229791 人 は CaO-FeO- Al,O;- SiO, 系 の 一 部 に 関す る 論文 中 で 
FeOQ-Al,0;-Si0, 系 の 予報 的 な 平衡 状 務 Epa 3 KDARBROR) LER 
・ し た が , 当時 は を まだ 液 相 面 以 下 の 温 度 に お ける 実験 や ; 結晶 相 の 化学 的 , 
光学 的 デー タタ に つい て は 研究 が 完了 『 し で いな いと と を の べ て お いな た 。: 琴 系 
の 融 体 な 大 部 分 粘性 が 高い が ; FeO 頂点 近く の 組成 の 融 体 の み は き わ め 
で 流動 了 性 に と む た め , 急冷 し て る 完全 な ガラ ス と は な ら な い 。 又 予報 的 な 
PRCREBE, PRGA, ERG OFF MISO NEDO, 
XT a, EA (2MgO- 24103-58102) OF 1 鉄 類似 物 で ある 鉄 
We7 (2FeQ・2Al120。 5SiO2), Lit FeO Ostet x ¥ ERMRME(FeO-SiO,) 
を 液 相 面 より る まつ ど と 低い 温 庶 で 結晶 せしめ うる 可能 性 だ が ある か どう か を 
確定 する まで , 急冷 実験 の デー タ の 発表 を 巡 し て き を た 。 と の FeO ORY 
理 酸 老 は Bowen’) ick り 天 然 に お いて 発見 され , MARR (clinofer- 
rosilite) と し て 記載 され た も る も の で ある が , FeO-SiO2 系 9, MgO-FeO-SiO。 


1) Snow, R. B., 1937. Equilibrium studies in the'.system FeO-iAl,03— 
SiO,: Abstracts of Doctors’ ;.Dissertations, Ohio. State, University 
Press, No. 21,pp.327-338. ae 

2) Snow, R.B. and Mc Caughey, W. J., 1942. Equilibrium,studies in the 
system FeQ-Al,03-SiO,: Am. Ceramic Soc.,Joun, 25, pp, , 151-160. 

.8) Schairer, J.-F., 1942., jij; Table 1,,p. 244, and. Fig..4, p. ‘245. 

4) Bowen, N. L.,.1935. Herrosilite. aga natural mineral : Am, Jour. Sei. 
30, pp. 481-494. A oot RE A yp 

..5). Bowen, N;:L.and Schairer, rr E., 1932. The, system FeQ-SiOs: Am. 
Jour. Sci. 24, pp. 177-213, , ah Se 
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1) Bu CaO-FeO-SiO0, Ke?) OMPAIC HV Cit # 5 に 探し 求め た に か くわ 
SONS 
予報 的 実験 に や いて Schairer は 125 OB ZMROIWAME AAR, 純 
{iL Pe RAE CR BUR IC LOCAREREI, 叉 FeO と 全 鉄 量 
と を 化学 分 本 に ょ つて 測定 し , 融 体 の 正確 な 組成 を 決定 し た 。 最 近著 者 等 
は と の 興味 ある 系 の 研究 を 続行 し , 完成 する に いた つた の で 。 得 ら れ た た 結 
果 を 全て と に 発表 する 次 第 で ある 。 


2 境界 の 2 成分 系 


Bowen 及び Schairer3) に ょ り , 第 1 KBR Mt ean oF HICH 
る と と ,Fe20s は 常に 液 相 中 に 存在 し , 耳 つ その 量 は 環 酸 に 逐 し と 組成 の も 
の を の ぞ け ば 一 般 に 少量 で ある と と が 明か と な つた を 。 そ の 研究 に な る FeO- 
SiO, 系 の 平衡 状態 図 を 第 1 図 に 再 録 し た 。 本 系 に 存在 すそ 唯一 の 2 成分 

NCEE IE TRC hig OT 
ed \ DOERR (2FeO-SiOz) で “e 
ees . REAL ATT Zo EEREIC 
と む お 部 分 に お ける 液体 不 混 
和 領 域 の 境界 は Greig に 
ee 
2 成分 系 ALO:-SiO。 系 
の 平衡 関係 は Bowen 及び 
Tridymite and Fayélite Fayalite and Weistite Greig”) ic i SOE a 
S09 a ee | FEDS, ASROME-- ©D 2 me 


; irs A pies SAGA PE Dv AG (38Al20s- 

a 1 Sd Bowen 及び Schairer (1932), 及び Oe: 8) ~O4S fie seas 
Greig(1997) cB FeO-SiO, Kb OW) ee 
7 PAK REM Zo EOV BARREN & FH 2 


Cristabalite ana guia 


Taymite and liguic 


1) Bowen, N. L., and Schairer, J. F.,1935. The system MgO-FeO-SiO; : 
Am. Jour. Sci.29,pp.151- 217. 

2) Bowen, N. L., Schairer, J. F., and Posnjak, -E., 1933. The system 
CaO-Fe0-Si0,: Am. Jour. Goi! 26, pp. 193 284. 

3) Bowen, N.L. and Schairer,J.F., 1932. 前 出 

4) Greig, J. W. 1927. On the liquid immiscibility in the system FeO- 

» FegO3—-Al,O0z-SiO,: Am. Jour. Sci. 14, pp. 473-484. 

5) Bowen, N. L. and Greig,J.W.,1924. The system Al,O3-SiO,: Am. 
Ceramic Soc. Jour., 7, pp. 238-254. 

6) Bowen, N. L., Greig, J. W., and Zies, E. G,, 1924..Mullite, a silicate 
of alumina: Wash.Acad. Sci. Jour. 14,pp. 183-191. 


ey : で . uf Ny 7 i 
Wi Te £ x < 0 
Si Eg sag Fi ae Z . ; 
wit wee, s oe 2 % / ! 
7 i Ve are ) て 
% peg 


a ae: oe 87 


q ~ ° \ | 
«RICHER eo (HL 2 成分 共 融 点 の 温度 は Schairer 及び Bowen) OF 


近 の 研究 に る も と づい て 訂正 に た 。 


a Fe0-Al,O; 系 に つい て は 


| ero Herty?) の 研究 と McIntosh, 
y Wau ーー Rait, 及び Hay) の 研究 が 
に Rg we "Me | UD, 後者 は と の 系 の 一 部 記 」 
a ogonauitt | ご る で で の デ テーク を 発表 じ た 。 
IN “AND como | し か し 同 兵 等 は 第 1 鉄 融 体 と 
RE mn 金属 鉄 と の 聞 に 平衡 関係 の あ 
mr BELVMS, Homie 


i, “OF D ic H HES AV 
第 2 図 Bowen 及び Greig (1924) & Ho TCORICOMTERICH 
Us Schairer (1942, RYZE 57, げ ば る ろ る 理由 E ょ つて で て, (KOR 


p. 274) に よる ・Al。0O3-SiO。 
3Fe,03 SAO 7 ASRETRM ZOLLSHOURCL, 信 


頼 す べき デー タ は 得 ら れ て いな い 。 即 ち (a) FeO HARICEV KV RGRO 


組成 の る の を の ぞ け ば , FeO-Al,O; MOWES BCR ORAL DO 


も 高い と と , (b) 融 体 は きわ めで て 流動 性 に と む た め , 如何 に 急冷 し て る 完 
全 に 又は 殆ど 完全 に 結 品 する の を 防 正 し 得 な いとこ と と, (c) と れ ら の 組成 の 
も の は あま り 地 質 学 上 の 興味 が な いた あめ, われ われ が 特に と の 困難 な 系 の 
研究 を 用 行 す る 必要 な いこ と こと な どの 議 理 由 に ょ つて , KRABBCHR DMN 
な か つた を た めで ある 。 
3 研究 の 方 法 
Bl 鉄 の 状態 に ある 鉄 を を くむ 混合 物 の 研究 に 用 いら れる 方 法 に つい 
て は , BEC RR CHES 7G IC 関す る 従 KOMI Ca 
細 に の べ て ある か ら , 本 論 六 中 に は 本 系 で 見 られ た 特殊 な 困難 に つい て 注 
BE, 簡単 に 要約 の み を の べ て みた い 。 
混合 物 の 調製 FeO-ALO;-SiO。 系 の 混合 物 は 純粋 な 圭 酸 ( 郊 化 水 
素 と 硫酸 で 処理 し た 後 , WABAL CH 7c MIRAE D> 0.003% の 石英 ), 化学 
FasiveD Fe,Q; (Baker and Adamson#¥), #ixeO7 2 27> (Aluminum 
Company of America ” 製 板 状 アル ミナ T-61, 鉄分 を 含ま ず ) を 求め る 
1) Schairer, J.F., 1942. gpzt 57, p. 479. 
2) Herty, C. H., 1934. Physical chemicstry of steel making: Carnegie 
Inst. Tech., Mining and Met. Inv., Coop. Bull. 69, p. 17. 


3) McIntosh, A. B., Rait, J. R., and Hay, R., 1937. The binary system 
FeO-Al,0;: Royal Tech. College Glasgow Jour., 4, pp. 72-76. 
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| 
成 生 物 を うる よう に 計算 し た 割合 に 混 じ た 後 , ROBE CARMA 3 
RAL, 更に Méker 2 A 0R-C 3 回 境 融 し た 。 な お と の 6 1D Hee e 
急 准 と の 問 に は , 混合 物 を 毎回 粉砕 し て 混 じ た 。 か く て 得 ら れ た 成 生 物 は 
: 少 草 の 鉄 分 が 白金 夫 載 と 合金 を つぐ つて 除去 され る と と 鉄分 の 1 部 が 第 
2 鉄 の 状態 で 存在 する と と の た め に , 最初 に 計算 し た 組成 と は いく ら か 異 
OAS). IS ; a fae a 
SSSRPoOMVyigAcCmATFSc&é が く CHIC E&P 
Pew IA) 中 にとり, CHESARRBOMIC AN SRA C 加熱 し 
た 。 容 素 は 700° に 加熱 し た 毛 状 の 鉄 の 上 を 通 骨 せしめ 酸 素 と 水分 と を 除 
いた 後 , 更に POs の 上 を 通し て 乾燥 し た 。 な 加熱 実験 の 問 に は , と の 
所 状 の 鉄 を 加熱 し た 上 に 水素 を 通じ て , 鉄 の 表面 を 居 元 せしめ た 。 
相 の 変化 の 起 ろ 温度 は 急冷 法 に より 測定 し , ABRAM POR IC 
微 鏡 及 び X 線 粉末 図表 と を 用 いて 決定 し た 。 実 験 を 行い 得 た 温度 の 上 限 は 
PAU MORRO 1523°C CHS, KAYA CHAT 2 & 平衡 量 よ 
bids FeO; meeipigic k beteh, 試料 中 の 全 鉄 量 が 増加 する 
た め , 試料 中 の 組成 に 僅か な 族 化 が や と る 。 粘 性 の 高い 組成 の も の に は 純 
鉄 の 小片 を 試料 に 混 じ て , 人 金属 鉄 と の 接触 を 寂 な らし め た 。 と の よう な 試 ) 
料 中 の 全 鉄 量 の 増加 は , 最初 に 白金 寺 場 中 で 笑 融 し た 時 に 生じ た 鉄分 の 減 
少 と 略 相殺 する と と も あれ ば , 或 は その 量 を と を る と と も ある 。 し た が つ 
て 全て の 場合 , 相 の 変化 の 起 る と と が た し か め ら 選 温 度 で , RE HRS 
で 加 熟 実験 を 行 つ た 後 , 混合 物 の 化学 分 析 を 行う と と が 必要 と な る 。 HR 
に と の 目的 の た % め に 行 つ た を 加熱 実験 の 温度 は 話 融 の 完了 し た 温度 で ある か 
ら , 分 析 し た 結果 は その 混合 物 に 相当 する 液 相 面 上 の 液体 の 組成 を 示す 。 
FeO を 75% 以上 ふく むむ 泥 合 物 は 完全 な ガラ ス に 急冷 する と と は 困難 で , 
WISL oD AFARAHKS CEA CH 4..L aL COBSSEORICRH: 
EL Fen ROK Cy AREA EIRP CARB ICBHIL 5 So 
COLSIIEGMOBAIC LDS BICC (C DRORES LD, 完全 に 
at L tb CRA Ee REL. と の よう に 液 相 面 の 温度 を 決定 し を 後 , 
WN EAU PIC ICRA LD, 同一 の 液 相 面 の 温度 で 加熱 し て 分 
析 用 の 試料 を 得 た 。 と の 方 法 は 一 般 に 用 いな た 方法 ほど 正確 で は な いけ れれ ど , 
酸化 湊 に と む 混 合 物 の 場合 で は と の 方 法 に よら ざる を 得 な か つた 。 


*) この 実験 に 用 いた 小さ な 鉄製 替 場 は Ohio jh Middletown © American 
Rolling Mill Company(#a¢elt Armco Steel Corporation と KANO 
主任 の 好意 に より 得 ら れ た 法 鉄 の ENR OK ORR OCHS COM AK 

の 代表 的 分 析 の 結果 は C <0.02, P 0.006, S 0.027, Mn 0.015, Si 0.003% 

で ある 。 こ こ に 同社 の 好意 に 対し 深 呈 の 意 を 表し た い 。 
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上 に の べた 方 法 を 多数 の 混合 物 に つい て , 繰返し て 決定 し た 液 相 面 の 温 


a 


度 と , 分 析 し た 組成 と を 投影 すれ ば , 岩石 学 的 方 法 に より 確定 し た 初 相 結晶 


相 の 液 相 面 が 決定 され る 。 容易 に 且 完 全 に 結 品 す る よう な 組成 の も の に つろ 
いて は , . 同 様 に し て 固 相 関係 を 決定 する と と も る も で きる で あろ う 。 

ガラ ス の 結晶 作用 本 研究 で は 急冷 実験 を 行う 前 に , あら か じ め が ガ が 
ラス を 結 量 させ て お く 必 要 が ある 。 そ を それ に は 鉄製 直 場 で 得 た ガラ ス の 一 部 
を 鉄 の 沙 に 包み , 真 訟 の 石英 が ラス 管 中 に 封じ と ん で 固 相 面 よ り も る まつ と 
低い 温度 (850° ~ 1050°C) に 保ち , 数 日 間 乃 至 数 週間 加熱 し て 結晶 させ 
る 。 と の よう な 注意 を は ら わ な いと , PBA MEOR UMD. a 
FER REMC DOT DALE, 準 安定 の 平衡 関係 し か が 得 られ な い 。 
次 草 吾 石 組成 と は いち ヾ る し く 異 る 組成 の 混合 物 で は , 真宏 の 閉 管 中 で 
教 週間 加熱 じ を 後に る な 玉 鉄 華 青 石 の 結 品 が 上 品 出 し な いと と が だ ある 。 Bk 
る 場合 に は 混合 物 中 に ご どく 少量 の 鉄 曹 青 石 を 種 (seed) と し て 加え る と , 
鉄 甘 表 石 が 容易 に 結晶 する と と が で きる 。 こ と の 結 品 の 種 は 鉄 草 青 石 の 組成 
に 近い 混合 物 か な ちあ ら か じ め 結 唱 せ し め た も の で で , 種 と し て 加え る 量 は ど 
(PECHS eH, と れ を 加 を て る も 況 合 物 全体 組成 の 変化 な 殆ど 無 唄 し 
CEhARZKWOCHS. 

温度 の 測定 Ris? CON L 5 ICUS IC MK RO ATLA 
CICAMEME ACME, AAAS ICS Lee 決し て 測定 し な 
Wo CAULK RU ASHES SL, WET ORAICAMEAILE HSS 
1062.6°, eR (CaO-MgO-2SiO,), 1391.5°, 及び Pd 1549.5° の 標準 
融点 を 用 いて し ば し ば 補正 し た 。 

IES OAH 前 報 文 》 ic we MICOXN7e 1k Sic FeO は Pratt 
波多 履 接し た 方法 て ょ つて 測定 じ た 。 又 全 鉄 量 は 既に 詳細 に の べた よ 5 
に 3 Jones 選 元 器 に ょ り 第 2 酸化 鉄 を 門 元 し た 後 , KMnO4 WRIC LOT 
滴定 し た 。Al20』 と SiO。 の 基 は 勿論 合成 に よ つ て 決定 され た まい で ある 
か ら 分 和 析 の 必要 は な い 。 


4 BRORR 
急冷 法 に ょ うり 測定 し じ た を 液 相 面 の 温 鹿 , 化学 分 析 と 合成 に より 決定 し た を 混 
合 物 の 化学 組成 及び ガラ ス の 屈折 率 に 関す る デー タ を 第 1 表 に 掲げ た 。 


1) Bowen, N. L., and Schairer, J. PF., 1932. 前 出 pp. 181-182. : 

2) Bowen, N. L., Schairer, J. F., and Posnjak, E., 1933. The system 
CagSiO4—Fe2SiO4: Am. Jour. Sci. 25, pp. 273-297. vs 

3) Bowen, N. L., andi Schairer, Ale F.,1938. Crystallization equilibrium in 
nepheline-albite-silica mixtures with fayalite: Jour. Geol. 46,pp.397-411. 
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90 
第 1 表 急冷 実験 の 結果 
(組成 は すべ て 重量 % で 表す : 加熱 時 間 は 1 時間) 
実験 番号 THLE 分 析 に よる 最後 mee ガラ テス の 
No.FAS の 組成 の 組成 の 温度  iRpras 
; FeO Al,03 SiO» FeO Fe,0; FeO と し 
TERE +45°C. 40.003 
(a) SREB e Oe c TABS wi 
6 50 5 45 51.6 0.0 51.6 1324 1.714 
7 35 15 50 - 38.8 | 0.2 39.0 1288 1.638 
10 45 10 45 49.0 0.0 49.0 1183 1.698 
14, 25 29 55 30.3 01 30.4 1325 1.598 
18 40 10 50 42.7 0.1 42.8 1375 1.657 
19 44 13 43 46.2 0.0 46.2 1133 1.684 
20 33.167 19 48 373 0.0 SMG 1181 1.634 
21 25 15 60 317 0.1 31.8 1425 1.603 
24 15 20 65 30.5 0.1 30.6 1382 1.589 
31 36 17 47 38.2 0.2 38.4 1200 1.644 
35 32 20 48 34.4 0.0 34.4 1201 1.621 
40 18 21 61 29.6 0.2 29.8 1369 1.594 
44 39 18 45 41.7 0.0 41.7 1165 1.655 
66 8 21 71 35.0 0.2 35.2 1345 1.612 
68 8 23 69 94 | Oud 24.6 1400 1.577 
78 31 10 59 43.5 0.0 43.5 1420 1.656 
79 54 2 44 58.8 0.6 59.4 1240 = 
4 5 18 77 28.0 0.0 28.0 1460 1.576 
(b) SeaBiA VRE +ABEn 
1 60 5 35 60.0 0.9 60.9 1177 — 
2 55 5 40 55.2 0.6 55.8 1154 1.736 
9 55 10 35 57.7 1:3 59.0 1148 = 
17 61 9 30 6014 7 2.0 62.4 1148 = 
32 46 12 42 48.4 0.2 48.6 1093 1.701 
36 67 7 26 66.1 1.8 67.9 1156 ae 
45 59 2 39 61.1 0.7 61.8 1181 me 
56 55 3 42 59.5 0.9 60.4 1170 = 
63 73 3 24 71.4 2.4 73.8 1168 ie 
wea... 73 5 22 72.2 3.6 75.8 1153 acs 
102 75 3 22 TO 458 76.4 1168 = 
105 77 2 21 72.6 4.1 76.7 1175 = 
112 70 2 28 66.9 2.4 69.3 1198 Ro 
113 65 3 32 66.0 2.3 68.3 1193 = 
114 53 9 38 53.5 0.5 54.0, 1130 1.733 
955 67 5 28 63.9 ya 66.0 1180 = 


|) \ x 


fH oe 8 x | an: 


BAK AGZROHRR Cove) 
実験 番号 計算 し た 最初 分 析 に よる 最後 RSBLSE ガラ ス の 


No.FAS の 組成 の 組成 の 温度 Ras 
FeO Al,O3 SiO» FeO Fe,0;3 FeO? L 
RAKES +5°C +0.003 


(c) Br Ae pied ct TSEGH . 
8 30 25 45 34.2 0.3 34.5 1314 1.635, 


11 30 30 40 35.8 0.5 36.3 1390 1.648 
27 32 27 41 37-1 0.4 37.5 1338 1.651 
4] 27 22 51 BS 0.3 32.4 1239 1.618 
47 33 25 42 35.9 0.1 36.0 1318 1.638 
51 24 25 51 31.0 0.3 31.3 1348 1.610 
52 24 27 49 33.4 0.4 33.8 1368 , 1.622. 
53 25 29 46 33.2 0.3 Bioea DIGI, 1.628 
Tila 17 26 57 30.6 0.2 30.8 1320 1.608 
71b 17 26 57 28.0 0.3 28.3 1365 1.596 
72a 19 28 53 32.6 0.2 32.8 1853 1.619 
72b 19 28 53 27.6 0:2 27.8 1406 1.603 
81 18 38 44 31.6 0.5 32.1 1480 1.635 
84 26 35 39 33.4 0.5 33.9 1475 1.645 
85 13 25 62 21.9 0.0 21:9 1444 1.571 
87 15 28 57 28.7 0.1 28.8 1370 1.603 
88 — 22 31 47 29.9 0.1 30.0 1460 1.619 
92 10 24 66 22.7 0.1 22.8 1400 1.567 


(d) Ary vy ReOieah iT Zea 


3 45 15 40 46.0 0.4 46.4 1144 1.696 

4 40 25 35 4016.1 "0,7 42.3 1364 1.688 

5 50 20 30 B20") Uh B 353'8 1357 a 
12 35 20 45 38.1 0.4 38.5 1211 1.648 
13 50 15 35 452° "07 "31499 1208 1.718 
16 55 15 30 53.1 1.2 54.3 1276 as 
22 32 23 45 36.6 0.0 366 ° 1246 1.643 
26: 31 21 48 36.8 0.0 36.8 1205 1.628 
29 48 13 39 ATG 3 OS pay eee 1108 1.697 
30 57 11 32 56.1 1.1 57.2 1158 by 
34 31 22 47 35.1 0,3. SA 1223 1.633 
39 34 31 35 RO DIS w ALB HATS 1.682 
43 35 19 46 36.9 00 36.9 1183 1.632 
46 39 21 40 398 “56:5. °40.3 1258 1.664 


49 60 10 30 65.5 2.0 67.5 1160 et 


| 


~ 


a 
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92. * 
GHz @AfZBORR Cra) 
実験 番号 昼 算 し た 最初 分 析 に よる 最後 PERSE TT TAD ~~ 
No. FAS の 組成 の 組成 cas BAe 
; FeO Al,Oz  SiOg FeO Fe,0; FeO L 
. i- BRE 45°C 0.003 
50 48 25 30 53.2 2.0 55.2 1415 1.742 
55 83 28 39 39.5 1.0 40.5 1358 1.663 
57a 32 34 34 44.6 2.0 46.6 1455 1.702 
57b. 32 34 34. 7.3836 Ls 39.9 1440 1.682. 
58 48 27 27 S24 53.6 1468 Ls 
59... (35 33 32 ATL EZRA OT 1460 1.719 
60. 72 10 18 68.0 PE ae hy ie} 1310. Bes 
gl ..70 13) ded 7, 65.5 43 69.8 1380 es 
62 68 16 16 66.9 4.7 71.6 1450 A 
64. 43 21 36 48.0 1.0 49.0 1303 1.707 
65 33 26 41 38.2 0.6 38.8 1320 1.653 
6941 26 33 47.8 12 49.0 1397 1.717 
70... 57 13 30 58.8 1.9 60.7 1230 rae 
Tae 2/88 31 31 454 ...2.4 47.8 1454 17h 
74a 33 <9 38 38.8 7140'S 39.6 1367 1.662 
74b 33 29 38 37.4 0.8 38.2 1370 1.658. 
75). 28 36 36 39.6 31.0 40.6 1440 1.680 
16. -» 52 24 24 54.5 2.4 56.9 1460 Ley 
Sue 30 37 33 42.3 1: ol =u dy 1475 1.706 
aay) 17 26 56.4 - .2.0 58.4 1356 5 
90 47 23 25 50.2 2.5 52.7 1490 et 
91 40 16 44 43.0 0.2 43.2 1138 1.664 
95 39 22 39 40.6 0.7 41.3 1283 1.667 
OMe 1.72 8 20 70.9 3.1 74.0 1250 me 
98 76 10 14 71.2 6.9 78.1 1360 ee 
99. 72 14 14 68.0 5.2 73.2 1443 as 
100 64 19 17 61.0 42 65.2 1475 3 
O87 6 7 17 73.2 4.0 77.2 1230 ewe 
104.80 7 13 73.6 5.8 79.4 1275 = 
107 78 11 11 71.9 8.6 80.5 1420 es 
108: 65 12 23 63.8 3.0 66.8 1295 oa 
115- 84 6 10 74.8 8.2 83.0 1265 ee 
116 86 7 7 75.0 8.6 83.6 1355 oe 
117. 86 9 5 78.5 9.5 88.0 1450 sae 
1187 % 76 14 10 712 7.0% BID et AS se ean 
119 90 5 5. 80.0 Wy) 91.7 1315 sat 
90 63.5 10 26.5 67.7 2.2 69.9 1180 aH 


ue ye 報 : 次 


98; 
nl aoe sider ERO tt R 23 GON 2) 
epee 計算 し た 最初 の BIC LS BE HT ガラ ス の 
No.FAS oes oe の 温度 mana | 
a abeO” “ALO; #Si0, . FeO FeO; ReOL YT? 2” ae 
RAGE &5°C 0.003 
855 59197; 15 25.1. 625 3.0 65.5 1330 oe 
802 56.4 20 23.6 57.0 2.7 59.7 1430 = 
755 52.9 25 99.1 54.0 ° “94 56.1 —1500% ae 
(e) 鋼 玉 を 初 相 結 品 と する 混合 物 
28x 995% S287.8 “97:8 0.8 38.6 1407 1.661 
28 31 mC, 37.1 0.6 37.7 1398 1.663: 
37 33 30 37 39:7 = '4.0.5 38.2, 1385, 1.663. 
38 30 34 36 36:3 0.8 37.1 1451 1.660 
80a 24 38 38 36.8 0.5 37.3 1469 1.660 ; 
80b 24 38 38 Shek OZ 34.8 1495 1.653: 
82x 23 $8.5 c° 385) °° 33.5 06 34.1 1505 1.648. 
3 (f) 鉄 昔 書 石 を 初 相 結 品 と する 混合 物 
15 40 15 45 44.7 0.1 AA Rie E103 1.678 
(g) ウス タメ タイト を 初 相 結 品 と する 混合 , 
96b 73 5 22 72.1 5.2 Tis 1160 < 
103 77 5 18 72.7 5.8 78.5 1180 
109 80, 2 18 72.6 7.0 79.6 1180 
110 81 3 16 75.7 6.5 82.2 1210 iy 
AB 計算 し た 最初 の 分 析 に よる 最後 : Ter ; 
ae を os é 温度 題 徴 鏡 下 ガラ ス の 
EE- FeO Al, 205 SiO, FeO rae FeO oa . 
iS LRARE 45°C < +0.003° > 
(h) " 二 っ 以上 の 結 品 相 を ぁ つ 混合 物 に 関す DSR 
29 55 5. 40 552 06 558 1154 ガラ ス 中 に ご くま れ に 鉄 1 T2386 
概 模 石 あり 
1149 AS TCD Et DEK RISE 
Tt CoS EHC ORE り 
is 40 15 45 44.7 01 448 1105 すべ て ガラ ス 1.678 = 
ts 3 : 1102 ガラ ズ 中 に ご くま れ に 鉄 \ 
pie fate 4 
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ラス 中 に まれ に 鉄 草書 
CC ENICHHEAS 0 
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are 


第 1 胡 


組成 


ab RR OR 


計算 し た 最初 の 分 析 に よる 最後 pe 
の 組成 ; 


fs FeO Al,O3 SiOz FeO Fe20; FeO と 
LKARE +5°C 


Z, 


GRE 


題 微 鏡 下 
DBAS 


ガラ ス の 
Zs 
FR £0,003 


19x 


20 
Do 


295 


30 


33 


37 


4) 


42 


43 


44 


44 


33 


46 


57 


49 


33 


27 


50 


39 


13 


19 


11 


30 


22 


43 


48 


55 


43 


37 


51 


38 


46 


45 


47.7 


378, 


32.1 


55.3 


0.1 


0.0 


0.0 


0.0 


al 


0.4 


0.5 


0.3 


0.0 


0.0 


0.0 


47.8 


37.3 


49.8 


5 が 2 


52.6 


38.2 


32.4 


1085 
1080 


1181 
1165 


1315 
1310 


1105 
1100 


1160 
1155 


1140 


1130 


1385 
1380 


すべ で ラズ 
ガラ ス 中 に まれ に 鱗 球 石 , 
ECE A & 0 


ガラ スズ 中 に ご くま れ に 鱗 
EER % 0 


ガラ スズ 中 に 少量 ORBEA, 
CC ENKEKEBSAS O 

なべ が ラベ 

ガラ ス 中 に ご くま れ に 鱗 

圭 石 , ご くま れ に ムル 

石 あ め 


FNCHTIA 

ガラ ス 中 に ご くま れ に 鱗 
SEA. ENICO BAD 0 
TACHI A 

ガラ ス 中 に まれ に ヘル シ 
Y Bid Y 
ay ス 中 に 少量 の へ ル シ 
ans "くま れ に 鉄 概 棋 


ガラ ス 中 に ご どく まれ に 鱗 
TEA, O < EACH 
石 あ り 


ガラ スズ 中 に ご くま れ に 鋼 
玉 あ り 


ガラ スズ 中 まれ に 鋼 玉 , ま 
EN Wik pe 
ICA NADY 

ガラ ス 中 に 少量 の へ ヘル シ 
YE, ENMIEANGS 5 
BNA 

ET 


ガラ ス 中 に 少量 の ムル 石 
oe 


NMYY fA れれ し に 鉄 7 
Bik 9 


Piri 8 


ガラ ス 中 に まれ に ヘル シ 
ン 石 あり 

peer 
YAS CaS 
Bd, ie 


WF AWICS < Ehic 
BES h tC 


9 RCC 
ご ど ごく まれ に 鉄 草書 iy 


1.686 


1.634 


1.594 


1.706 


1.718 


1.663 


1618 


1.739 


1.632 


1.655 
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急冷 実験 の 結果 
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Nishi-Iwai-gun, Iwate Prefecture. 


(昭和 27 SEW S ROLES 7 月 例会 だ て 講演 ) 


dt 信 * (Nobu Kitamura) 
\ 谷 iE © ** (Masami Tani) 


Abstract: This area which occupies a part of the backbone ranges 
between Iwate and Akita Prefecture consists largely of marine Lower and 
Middle Miocene, terrestrial Upper Miocene and Lower Pliocene sediments. 
These are underlain by the Permian sediments and granodiorite, moreover 
overlain by the Recent volcanics. The Cenozoic sediments of this area are 
sub-divided as shown in the text. 

In the eastern part of this area, the Orose, Mizuyama, and Ohira 
formations make a centroclinal fold with low angles. These formations are 
also broken by a system of radial faults conversing to the center of the 
area and make some minor folds with the N-S trend along the western most 
part. In the central part of the area, the Maekawa and Orose formations 
make a system of asymmetrieal folds with axes forming broad arcs with 
their concave sides facing towards the east and with dip angles of 10-20° 
along every western wing and of 15-30° along every eastern wing. The 
western part of the area consists of the Oidegawa and Isawagawa 
formations besides the subjacent pre-Tertiary rocks. An anticlinal structure 
traverses along the middle portion of this part, and the Maekawa and 
Oidegawa formations dip at angles varying from 20° to 40° towards the 
east along the eastern wing, and the Iwaigawa formation and the pre- 
Tertiary rocks are exposed along the crest of the anticline. The Maekawa. 
and Oidegawa formations which build the western wing of the anticline 
dip westwards at angles of 30°. 

After deformation of the Permian sediments, intrusion of granodiorite 
and subsequent prolonged subaerial denudation, the first intense extrusion 
of basic lava and its pyroclastics of Neogene age took place in this area. 
This volcanism was followed by the first marine transgression of the 
Neogene and it was at this time that the initial phase of the Tertiary 
geosyncline in North Japan was born. The Lower Miocene Isawagawa 
formation is a product of sucha condition. The subsequent intense volcanic 
activity of acidic lava and its pyroclastics occurred during progression of 
the aforestated marine transgression. Thus, the middle Miocene Oidegawa 
formation of shallow water origin were formed. 
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When these volcanisms became weakened and -marine transgression | 
progressed further, the siliceous shale besides. conglomerates of the Maekawa 
formation deposited. »' The aforesaid conditions were followed by ‘marine 
regression in this area which resulted in the deposition of coarse-grained 
pyroclastic sediments of the Orose formation. Before the sea ‘was completely 
withdrawn from this. area, gradual uplift, along the western borderland 
occurred. Thus, following OI regression, the Orose was well as the 
subjacent formations became exposed above sea-level. The dacite and its 
tuffs of the Mizuyama formation were deposited in 4 depressed basin fomed 
in the Upper Miocene in this area.. With the opening of the Pliocene, the 
lowland of) this area was invaded by a new marine transgression. This 
transgression is responsible for the building of the Ohira formation. After 
the deposition of the Ohira formation, this area was uplifted and all of 
the Neogene’, formations stated above were subject to a subaerial 
denudation until Recent date. Some volcanic cones, sub as Yakeishi-dake, 
etc., were formed,in the late. Pleistocene, and the several river terraces, 
and, fans were constructed along the eastern margin of this area almost 
simultaneously with the neo-volcanisms or somewhat later. 


1 緒 言 


昭和 24 年 度 よ り 同 25 年 度 に か は て 筆者 等 は 岩手 県 縮合 開発 調査 の 
一 端 と し て , 岩手 県 胆沢 施 西 部 及び 西 毅 井 滋 西 部 に 路 が る 地域 り の 新 第 三 
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(1935) Miocene Mollusa from the Vicinity of Narusawa 
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dy, 化石 の 鑑定 を 類 わ し た 畑 井 小 虎 博 士 , YA TCE CREO BS & ze 


する 。 又 野外 調査 と あ た つ て 種々 便宜 を 与え BARE EIN BEBO 
PURE IFES RE OF * (CRBOR ERT S o . 


2 & 序 
本 地域 に 分 布 す る 岩層 は 柱状 図 に 示し た 通り で あり , HREM SB 
OI BMC SWRA ROZE EMPIRE SRD, 第 三 系 は 


 LEICHEANCBROCWS, PERI THE VABRVIE, EU, 前 


ive, Pik 70s, PAIR OAR IC KAS 第 四 系 は 安山岩 類 ) 火山 
RAM, ARMED, Br HD OP BURIC LOCRRE NS 5 

I #8 
本 調査 地域 の 基 毅 を 構成 する も の は , 古 生 層 と 之 を 買 く 花 韻 関 線 岩 が 主 
KCHS. HERA, BRBRKA, BSHBROGKEE oR, 
胆沢 郡 若 柳 村 脂 沢 川上 流 紫 沢山 南方 , 同 科 胆沢 川 と る の 支流 小 練 川 と の 谷 
流 点 附近 , Beat 1.5 eS 1,400 KOR, POSSE 
西方 500 米 附近 , ROMA RENAE UN EC Tt HICH eG 
LCS. BCH MARKO bOA-BWAD REI ODS, LeaRe 
美 科 真 湯 西 方 500m WICH SAKA LK DIBIO(LAG Waageno- 
phyllum cfr. indicum を 発見 し , 三 畳 系 で ある 事 が 判 つ た 。 他 の 雷 出 よこ 
り は 未だ 化石 は 発見 され て いな い 。 何 本 調査 地域 内 に 分 布 す る 古 生 層 の 中 
で で , 焼 石 織 に 赴 出 する る の は 現在 の 標高 1,400m を 示し , A BEERS 
BC LOCH DN TCESOC, 其 の 産出 状況 に つと いて は 興味 が ある 。 又 調 
査 地域 西 方 の 秋田 県 境 桑 原 岳 西 誠 と は 可 成 り RHR IC Oc ee 
CHR, 角 岩 等 の 時 記 ) う が 露出 し て お る が 未だ 詳細 は 研究 し て に ない 。 FE 
鼻 関 緑 岩 な 胞 沢 川上 流 穫 森 山北 方 に 広範 囲 と 分 布 し て に る 外 , AEFE SI DO BE 
花山 附近 に DEORE AS. Rat ACh CAR OBR EER AY 
ae 長石 を 主 成分 と し , 其他 少 草 の 石 英 を 含有 する 。 又 本 

は 淡 和 桃色 長石 より 成る 花 向 岩 に ょ つて 綱 か れ て いる 。 
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Past HE ; FARE AIT Not LORY ii 一帯 

Asse ie ; 300m 乃至 600m 

分 布 及び 地形 的 特徴 ; RA AARC ER ML Oa RL, BRIRUTI 
上流, 前 川上 流 , SSRILEMICELL CHL, KMHRLORMO PBL 
豚 の 核心 郭 を 形成 LOS FALICR AES So ILO ARAL MA eit Hic Se 
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HHIEE EL, 平均 1,000m 前 後 の 山岳 地帯 を 形成 し て お る 。 
AAS AMO MINNIE, その 勾配 は 急 で Undercutting sxc, Sidecu- 
tting 及び Deposition は 殆 ん ど 行 われ て いな い 。 ’ 

岩 質 及び 各地 域 に 於 ける 層 位 関係 : AIRE LL CARR OZ es 
PE, ELAR SU ETL OE EERE kD BD RCE RK 
Hise OPED Zo JATUNIELORRICA TCH. BROLAROZSH a 
PRREKEMOSEICHAT STE MPRA OEIC RAT Bill ae aS 


BLCE), <OMCKEMBORESGASNKY. CORMKUAR A | 


は 上 部 に 向 つ て 次 第 に 集 塊 岩 状 に な り , 変 朽 安 山岸 の 大 火山 岩 塊 (Large 
blocks) (@20cm LAE) KOJAK (Small blocks) ( 径 Scm~20cm) 


に ょ つて 構成 され , 稀 に 古生代 © ties, Mita sO HA ARR 


(Cobble 大 ) を 混入 し て いる 。 此 の 変 朽 安山岩 質 集 塊 岩 は 略 300 乃 至 400m 
の 厚 さ を 有 し , 此 の 中 間 に 厚 さ 約 3Cm tO A RMRK Be FEL, 
変 朽 安山岩 質 集 塊 岩 は 上 下 2 枚 に 分 れ て いる 。 此 の Pee RK Alt 
次 に 逃 べ る 上 位 の 小 出 川 層 に 普通 みな られ る も ゃ の と 全く 同様 で , Zic ko 
2 分 され た 上 位 の Bt RUAHEW ALO 間 は WBN CHS. MBICEL 
位 の 変 朽 安 山 岩 質 集 塊 岩 と , EN ERT ZENER POLO EER 


BR BEO CE WINS, それ ら の 岩石 構成 要素 で ある 春 状 部 は 殆 ん _ 


ど 同 一 の 次 朽 安 山 岩 を 主 と し , 春の 大 ト いさ が 違う の み で ある が , 上 位 の 角 
PEACE * (RIC TE SICTEOT, PRINT RE WIT S LAEIC, 基地 部 
を 構成 する 火 成 砕 選 粒 中 に も , 次 第 に 外 成 的 な 砕 居 料 を 多く 含有 する に 至 
る の で ある 。 標 式 地 上 の 倉沢 に ける 腸 沢 川 層 の 内 容 は 以上 の 通り で ある 
DS, 此処 に お ける 腸 沢 川 層 と 上 位 の 小 馬 川 層 の 境界 は , 最上 位 の 変 朽 安 山 
音質 集 塊 岩 の 上 限 を も ゃ つて し た 。 従 つて 胆沢 川 層 と し た も ゃ の 中 に そ ゃ も 小 出 
川 層 と 全く 同様 の 淡 緑 色 角 奏 苗 次 岩 を 挟 在 し て いる 事 に な る 。 此 の 事 は 腸 
沢川 小 独 川 両 訂 が 垂直 的 に も 又 或 程度 水平 的 に も る 潤 移し , 時 間 的 に 上 下 
に 明らか に 区 別 さ れる べき も の で は な いて 事 を 示し て 居る 。 其 の 他 小 出川 上 
Dit, 前 川上 流 及 び 毅 井川 上 流 に 於 ける 本 層 は , ZAG EL PBI 
Bu, 上 部 は 変 朽 安 山 岩 質 の 石 質 散 次 岩 (Lithic tuff) に ょ つて 特徴 づけ 
られ て いる 。 ANHJIEDEIC A CIS ZTE i PURO TEAR OUEREO Lice 
LVM BDL, 変 朽 安山岩 の 発達 は 見 られ ま , BHR YHHOR 
質 北 放 岩 が 厚く 分 布 し て いる 。 此 の 基底 春 岩 は 厚 さ 約 3~4 KEE. ME 
(A 7E nN O ERODE, 等 の 可 成 り 水 磨 さ れ た 円 奏 に ょ つ 
CHER SILC So Bee ORME KA 及び 大 山 小 春 (Volcanic ash 
volcanic lapilli) BEC, ZICHRMAIA WE SACHS. HOMES IK 
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広く 分 布 し , MAR DERE LED SRILA OA (Lapilli) を 
BEICAL, Mosaic REBT ZMEWROBKEC, 杉山 隆二 和田 信 氏 リ 


DOBRA WHE KLAR: (Volcaitic breccia) に 相当 する も の で ある 。 
HOA RW ae OBR BARACK ARE) ORBIE 1~2 尊大 の る ゃ の が 非 


常に 多く , 基地 部 は や は bd MA OMMRO ALA CHR 2 IVC SPR 


部 の 方 が 略 * 80% 位 を 占め , 基地 部 は 20% 乃至 それ 以下 で ある 。 展 
々 砕 化 作用 を うけ 非常 に 堅く な つて 居り , 変 朽 安山岩 々 床 と 間違う 程 で あ 


る 。 本 層 は 層 理 の 発達 し て いる 部 分 が 殆 ん ど な い 為 そ の 走向 依 余 は 測り 得 


な い が 或 程 度 泡 湊 作 用 を うけ た 部 分 で は 略 々 水平 に 近い HER LOTR 
25 | 
b) swe 

標 式 地 : ERA RIA) Hear 

ASS : 400m 乃至 550m : 

分 布 及び 地形 的 特徴 ; ABIL PROMO & lala ABD Pee RIC 
BRON, 容 梁 山 腺 核 心 部 の 東西 両側 に , FROIN REL OS OA 
LCv4>. KBORE(t PRK CR ETT ICRAALIC RES, 胆沢 川上 流 , & 
FE) LICR EAL CHS. RMB) EDC CHS IC HR LC 
So ABS AHEBUS ATU IVE OIC CBIR IEE EL, FPR 
豚 の 東西 両 終 を 形成 し て いる 。 ABS AHO x ILM * 700~900 米 前 
後 の る も の が 多い 事 る 地形 的 な 特徴 と な つて ちり, 河川 も 胆沢 川 層 分 布地 域 
と 同様 た Side cutting 及び Deposition が 感 で V 字形 の 急流 が 多い 。 


岩 質 及び 各地 域 に 於 ける 万 位 関係 AIS RK. 緑色 砂 質 上 


次 岩 を 主 と し , 凝 次 質 砂岩 黒色 砂 質 上 買 過 及び 黒色 硬質 買 岩 を 挟 在 し , 更に 


ARR ATEHH A, 安山岩 及び 玄武 凡々 中 を 介在 し て いる 。 AVILA 


率 山 豚 東 西 両 雷 に 於 て 著しく 岩 相 を 異 に し , BAMBI 350 米 程度 で 
ある が , KH Cit 200~300 米 に 減じ て いる 。 東 翼 を 構成 する 本 層 は 主 と 
L CH VEKGRRE, WERKE ORD, 上 部 に は 黒 放 色 硬 質 貢 岩 の 約 
1 米内 外 の 厚 さ の る の を 数 枚 挟 在 し て いる 。 腸 沢川 治 賠 及び 前 川西 側 妻 流 
に 於 て は 下位 の 腸 沢 川 層 の 石 質 凝 放 岩 乃至 変 朽 安山岩 AES bb we 
L, 上 部 に 行く C 従 つて 変 朽 安山岩 の 角 春 を 次 第 に 粘 板 岩 安山岩 及び 淫 容 
HAE OD bE ee AME BL CHET HS BIC _LEBICE ( ICHED-C ALS ier Bie 


1) RUS, 和田 信 ; (1947) 砕 訂 岩 の 分 類 と 名 称 (東京 博物 館 研 究 報 告 第 20 4) 
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CHARA OWE BE CAD SBME ORK aia EL, Bea 
流 絞 岩 々 流 乃 至 租 画 岩 々 流 及 び 天 等 の 集 塊 岩 を 挟ん で いや 。 東 に 上 部 は 麻 - 
理 が 良く 発達 し , PORE WA RO VRE ECA OLE EE DK 
Sic AMPERAGE HET SCE So PUINDRICRO SAB A We x N 
30°-40°E, 30°-50°E CRAMMEBL, LEMOS + OME RR 
BK LORE RHO 1LKANORELURL CHD, AVES 
移 的 で ある が , AUNT RICA PROM ESRC RAT SBROBK 
BORKED ( 厚 さ 約 2~3 米 程度 ) が ある の で 容易 に 境界 を 引く 事 が 
出来 る 。 毅 井川 治夫 に 於 て は 此 の 石 次 質 の 淫 放 質 砂 岩 は 欠け て \ り , HO 
部 分 に 相当 する と 思わ れる 所 に 玄武 岩 々 流 及 び 玄 武 岩 質 集 塊 岩 が 発達 し て 
いる 。 REFS CAB TRICK ARIEL, 最 下 位 の 黒色 買 
岩 は 特に と その 硬 さ を 増し て いる 。 上 部 の 緑色 北 放 角 菊 岩 中 に 次 色 渓 次 質 砂 
AAI x 2 FR 3 米 位 の 厚 さ で 迷 枚 挟ま れ 、 と の 中 カ から Nepuuinea 
korom-gawana NOMURA, Sagcriles sp., Cyclammina sp., 等 RAS 
tio MIEINDIRIC AG ZARB OME N20°W-NS-N 20°F, 26°- 
380°E で ある ? : 

ANH Evie COBEN SR MARB LAH e RIC LC Se 
MoceROMIUNES REL CREE DMRS UGEL COAT SRK 
At TRAO TREIERL COSA, Hels BSH 200K IC LTS 
BUS, WERORBORREA ABOREBIC LOCHRaN, NS,.20° 
-40"W ORTESEALTH ZS. LMILHO PRO Ate 
に よ ょ つて 構成 され , HEEB DOR EER Ae DSHEREL TW So IED 
最上 部 の 時 色 硬 質 買 岩 は 上 位 の 前 川 層 の 基底 春 岩 に ょ つて 波状 に 人 入ら れ て 
いる 。 小 出川 上 流 の 本 層 中 部 に 発達 する 暗 窟 色 買 岩 中 か ら 植 物化 夏 Focus 
tiliaefolia Heer Acer sp., Quercus sp., Pterocarea sp., Ulmus sp., 
Viburnum sp. を 控 取 し た 。 

c) 前 川 層 

PES : AL UCHR BDAY al) Wa 

4/86 ; 400m Jz 450m 
分 布 及び 地形 的 特徴 AS AL, 同 東側 と に と 分 れ て 分 布 し , 
西側 の も の は 小 出 川 上 流 , 秋田 岩手 両 県 境 に 路 つ て 南北 約 8 荘 に 訓 り 帯 
状 に 分 布 し て お ちり, 一 方 東側 の も の に は 前 帖 沿岸 一 帯 及び その 西側 支流 深 峡 


kD RSF AGICREO SE FPN ASE FICE SHAS 16 km (Ce つて 分 布 し て 


BS. ABD HBS IC AEN RAE RL TRO as; FFB HE 
CRORES 600m 前 後 の 山地 を 形成 じ て お り , — BEB Ie 
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wait 1.00pm Hise SMG MAPICS ORME BERL-Ch be 
FRUIT IRE ETS 河川 は 本 層 分 布地 域 に 入り 、 RO 4) ACER 
Undercutting (24 DS 
始め て お る 。 

岩 質 及び 各地 域 に 於 ける 訂 位 関係 : 本 層 は 黒色 USSR ened 
IME BRA EKER ASE OMA BE EL LCS MORO 
Sy OWE OM AFA HR IC HE b EL, KO BIB AP CRIS EF 
IC bw LA * -HORMEALAL CS. BSH 400 m, 

1) POR Hb | 小 出 川上 流 に 於 ける 本 層 は 大 部 分 黒色 硬質 買 岩 の みよ ょ より 
KOS, FRMCLUSRORK AW BROBKAEO FIRIC IES #10: 
m (CHET ZAP 5 KAMER DME へ の EBRRGEKA 
RED MRSC BOR Lid, その 数 を 増し , 終 に 可 成 り 水 磨 さ れ た 
ee MEHR TSO, 安山岩 が 大 部 分 
“OL ACPRICTE Has & KS o 基地 部 は 大 部 DOK BRB YD の 火山 座 が 主 
aa ocd te A め ら れる 。 MHit PrLORAME ABORR 
CMU KBMMOLCHROCE), COMRAPESL MANS, KR 
LOM OBER AACE D IEBIHIIS, ARP AITE AREAS D 3 
出来 な か "ed 

2) RRM > 東 秦 部 に 於 て は 暗 次 色 硬 質 頁 岩 , KREINER, REDE 
頁岩 及び 次 色 細 粒 砂 岩 が 主 で , Be PERMICRRERKEORKEIDA (BE 
+ Im 内 外 ) 2 乃至 3 KORRES ZOMEMCH 2, MINOMBDE, 
察 沢 , 小 寒 沢 に 於 て は 上 部 及び 下部 は 黒色 硬質 買 岩 及び 次 黒色 沢 泥岩 が 発 
達し て お \ る に 反し , AB PRARA EREAMAWBOAD:.6 BOD, 僅か に 
次 色 砂 質 買 岩 及び 黒色 頁岩 が 爽 在 する 程度 で ある 。 最 下 底 に は 緑 放 色 石 交 
ORR EDS 2 KIBREL, 此 の 中 に 沢山 の 介 化 石 を 包 蔵 する が 保 
存 の 良好 な も の は 少 か つた 。 Fagus antipofii Abich, Laurus sp., Quercus 
cfr. atavia Ung., Salix sp., 等 を 控 取 し 得 た 。 下位 の FREI ee L 
の 境 ば 整合 的 で , その 間 に 不 整合 は 認め られ な い 。 東 穴 地域 の 中 で 南部 の 
瞬 井 用 及び 前 川上 流 に 於 て は 黒色 硬質 頁岩 の 発達 は 不良 に な り , 沢 泥岩 , 
WAREROMEWADSSZEL, 10cm-1m BEORBEURKT SMEAR 
られ る 。 g 
d) FALE 
標 式 地 ; HLVORAE OUET Fk TCADA 

Aye ; 400m+ 

分 A 3 ABE BR UC AT) O RAY MEO LEONE AIC PAICREO, 西 


Ves EN ag ood Nag 


“ : q fr 
\ ; FL: 7 


110 2G UF mn WK BE 


BAMBOO BA FINE COL TS : ; 
BARUS RICA SBR: KBCSRKARKE A, MRE IE 
FA Ce YAEL LO YR EER SIC E OCH REN CRSA, 地域 に 依 b 
HERO BRE, OICKS OR MERAY BOCK 4O CHB IC 
tS 

1) AG SERCH AUN ATU Sata IC oT SAB la, 桂 
WR 3 3 に 示さ れる 様 に 下位 の 前 川 層 黒色 板 状 Bat BANC He SRR 
色 角 春 北 放 岩 及び 淡 緑色 凝 放 質 砂岩 六 そ の 大 部 分 を 占め , Peis A IP 
泥岩 及び 黒色 沢 泥 媒 より 成る 。 下 部 と 中 部 の 境界 部 に は 漂 放 質 砂岩 と 暗 誠 
UME LORBRBREL, WRLC S. 本 層 上 部 は 中 部 の 暗 放 色 汰 泥 
TAL ORACT SKEW Alba, KRBKORKA PRIMAL ORD, BR 
質 の 団塊 及び 大 型 の 砂 管 を 数 多く 含ん で ちる 。 PROD EIR RRS It 
下位 の 前 川 層 の 黒色 板 状 頁岩 と 整合 的 と 累 重 し , PARC, 安山岩 , 硬質 
BHBSORRES SHL, 基地 部 は 径 3 乃至 Smm 位 の 可 上 成り 大 粒 の 
右 英 を 散 点 する 細 粒 の 火山 砕 層 物 に ょ つて 充 紅 され て いる 。 BRAD Blt 
DEIR CUR EVER Fa £ DUEL, 場所 に 依 つ て は 僅か に 淡 緑色 澤 次 角 
PiseD 2m 内 外 の 薄 層 を 最 下 底 に 残す の み で , あと は 全部 AKA Ic 
_ LOTKREN TCHS. PROKE NEREIME It ABHCAE BE Ice 
AL, B*HRE ET 5. LRORKEAWALBRELEL, MATER 
KID ORBS<, BPRRERAROMALK LU RKB EIIEL, 最上 部 の 
BREA PAD alt 50cm 程度 の 間隔 に 数 枚 帯 状 に 発達 し た 団塊 が 特色 づ 
け て ちり , 此 の 中 に 可 成 り 沢 山 の 二 枚 介 化石 * を 含ん で いる 。 高 検 能 山 北 々 
PION LMICH Clit, ILO _ LIAR BOBORL ¢ BEL HALA Bic 
よ つ て 可 成 り sharp CHKEMCHS>. 

2) 南部 地域 ( 西 占 井 痢 厳美 村 槻 木 平 附 近 ) う ** に 於 て は 上 逃 地域 同様 下位 
Opi EIA ( SHY CACHE D BEET 3 USS EZR AE OS OP 
位 を 占め , 此 の 上 に 淡 青 放 VBR Aw BABE RHEL CHS. 
- 部 は 主として 青 緑 色 北 次 質 砂 岩 牙 び 凝 次 岩 か ら 成 つて 居り , ERROR 
居 下 部 に 発達 する 春 質 の 粗 粒 砂岩 に ょ つて 被 枚 され る 場合 と , GRRE 
x 流 た に 依 つ て 直接 被 赴 され る 場合 と が ある 。 下部 を 構成 する 淡 緑色 涯 次 角 
PS It LU OAC HURICIEET S % OIC HE LIBEAR FARE DSIBAL, HEAR 
砂岩 は 殆 ん ど な く な つて いる 。 中 部 の 淡 青 放 色 乃至 北 次 質 砂 質 貢 岩 は 北部 
SWIC FEET SKRADBREOUMERICIEL, BU RRA LED, 板 状 


* ROUEN 10 
** 附図 柱状 図 4.5.6. 
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の 選 理 が 良く 発達 し 附図 化石 欄 13 に 示す 様 な ER (Quercus sbi, 
Salix sp.; EOMMCEESA CES. LHMORGOBKEWE, ACH 
BARE EEL, JECT AZRKAMWBICLEL, BL ¢ HEC, 
oo aeetees KOCK TH So BAPITGE MACE RIC EA Cit, 中 部 の 


ZR EAR A 


ue CAT S LMORE AES 
し て お る 。 更に 槻木 平 南 東 市 野々 原 
TAK EAR BY BB LE LEO 
FLU SKPAIC HS Clk ERROR AC, BEAR WD OER BBC Ie, 
Rabe & 1m 乃至 3m EROS CHL, 屋 々 下位 の 地層 Chis 
OE OG 此 の 附近 


DYER 


WAA AO Ec 1 Oe ahi ** & BLT 
ERD EPS Bi hs 0; 

Fin LUBE OFE FF) SF 
Disk ELEAF lt EEG) iCBk る が , 


BORKAWAR A) を 援 乱 し , HOZERO 


で は 明らか に 之 を 境 と し て 2 
BIC BA CWS) 


I ZIRE 


HOF 


, HPS 
ees BOGE SE 
FICE TC yt Fae, 


“et PY eRe 


ODM ICKSST ZHBBE4C ある と Bd 
BREA Aa it es 径 10~ 


50cm で 殆 ん ど 買 岩 , 石 英 安山岩 等 より 成り , 基 地 部 は 石英 粒 の 比較 的 少 い 
淡 緑色 砂 質 淫 次 岩 よ りな つて る 。 


e) Fi Wz 


標 式 地 ; PUESE AD RESELL SCHEIN 
300m 乃至 350m 
さ 調 査 地域 東 半 部 に の み 分 布 し ,* 北 部 
一 帯 に 可 成 り 広い 面積 を 占め , PARI A Ch 
Hy (C FA RIC [Ph] O-CHRAS 2 BRIT 


ASE ; 
分 AR; Ait 


TLR A AL ie — 
FEBGEH UME kb ESE) ee A 


TV So 
OF Bb 


PERE EEE, 一 般 に 下部 に は 石英 粒 の 多い 


B35 BRAT ED IB AE 
1) i GPU like ela RE 7 
め , 下部 の 坪 層 の 発達 は な く ,. 多 


fa HELLO & 


PEE OBR 
地域 中 唯一 の 存在 で ある える 。 


\ BEBE 


SLC So HOEK 


Be CYR PLD P aI LBRO BE 
AEBS > 


ZICH CHBEN Bo BAHU TF ATLA ty D 


—# 


“Cle ARB E BPA 


BRICDABL 


BIC IAG ZB BR; 本 層 は 石英 安山岩 , MAGA a OB 


Ly 
砂岩 


達し , 屋 々 右 炭 の 薄 層 を 挟 在 し て いる 。 


BEAK ERD 1 LOUK 
Sara a 
PIERS 
ha TBP RAs ER 
Bese (CS Ch 


BSRICREL CHD, WOmOm At Aoi 


FF al 
ARK G * SE ANBAR な 流 状 構造 を 


* ネ ネ ポ 


=a 
cor 


15~20m, 高 さ 7-10m (Dy Asal linge USSR 


程度 優 触 され て お る 。 Ble Sem OM Dealt 
1) Mbps BAT PPADS TNS CHD Ebi O20 野外 CHICANE B 


SEO HORS 11% 
SDRC Be HERR R C & 


FOGLE HED DCH bWAD CL 


Bal 


させ る か ど か を 決め た いと 中 5 


Et AB A AAD 
3m 肉 外 と 目 算 され た 。 


TR. 


fe 3m 


HWE DUC RAMS 75> Teo 


る か る 知れ ぬ の で 今後 更に 実地 に て 検討 し , DE 


IWAI-GUN, 
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AND NISHI 
IWATE PREFECTURE 
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ama 
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oku-yamo 
Adi-mu 


~ dy Sukawo 
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WAEKAWA FORMATION OMEEANA FORMATION 


OHIRA FORMATION WIZUYAMA FORMATION OROSE FORMATION 
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S] A VPORSTWENE ACDEUTE 


TTT] ryans roxsanee raorznt aNDEsrre 


onoss roRtarion SRR Te cravat } 


He es) 
ES Cette 
/SAWA GAWA FORMATION HYPERSTHERE -ANDESITE 


— 500" 
j 


$009 
3 


Ly 本 訂 堆 積 後 の 福 曲 叉 は 援 乱 に よる る も 


の か 未だ 研究 の 余地 が ある 。 石 甘 安 山岸 


OLBAE ROR BIC LOCH 
EN, COBUSPEV CH 2A BACIE 
BHESEICRA, HICKBR EKO 


頁岩 を 挟 在 する 。 上 位 の 大 平 亡 と の 関係 」 
PPETUN PHECA CE Beant, AR 
PAROS CE LBORKEL OR © 


RAAT mR DK CIERRA Zo 


南部 地域 CIE MSEREhOE 、 


tr) (Caps ZARA, 三 つ の 部 分 に 分 
け で 疾 を る 事 が 出来 上 部 の "2/3 2 


Be ies * HL OF BK DAC ED 


CHR SN ZR, FBO 1/3 は 


BATE Th ELITR ES TIRES L 


CHEBCH Zo TROBE 


LY FROM HARARE , 党 


CEDICMAOKEREAL THOS, & 


FUER ARE ERO EE D EBC 


PACIA EB OFM It & 6 NT OPS REL 


物 の 破片 は 可 成 多く み ら れ , Bea 


BS eo, WR DLAC, ZICH 


TRIG FRAC Zo PRO FE IRIS & OFF 
(Cit AL OR ERRBItA ON EVEL 


FRAP II OMBLE eM AWS 


を 以 て 境界 を 引く 事 は 容易 に 出来 る 。 更 
CHEE) IP thin LU LARA OF PARR ICA Tk 
JED FBSA FEREDS & Te DARE It He 
BRE SIL, REED RENO BE Tee 
IRE EU te BRET ZICBSZo 下位 の 下 
JAILS & OBIRIAR O LONE DORA 
AEDES CI HAC PORK 
BOPGMER (46 10cm AiR) OTSA 
SARRKAWARAH MN, 此 の 上 と 下 で 


は 明らか に 岩 質 が 異 つ て 居る 様 に みな る る 


DC, LO AER ES AB OP 


Noe 
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Hes ik 
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LLC, 此 の 問 に 境界 を 引 


いた 。 上 部 の 右 英 安山岩 々 流 
及び 同質 澤 交 岩 の 塊 状 部 は 北 
部 と 全く 同様 で ある が 北部 に 
— PO SLOLVABDSLA 


CH Zo 
f) KF 
標 式 地 : 腸 沢 郡 衣 川村 大 平 


Ase. 150m 75 400m 
分 布 : 本 調査 地域 東 半 部 
し , その 分 布 
範囲 は 東西 約 1skm, 南北 約 1 
2micHOCWKA5 北部 の る も 
の は 胆沢 川 を 越え て 更に 北 に 
SEO BERRA RICE Hf LT 


Zo ARAL P SIC It 700 


mm 前 後 の 山 が 点 在 じ , 比較 的 
起伏 の 多い で 地 形 を 
岩 質 及び 層 位 関係 に つい て ; 


BL CWS 


AB KU WE ELT S 
Wo & Hs kL OW RAS 
DEBE DRAWS LICAR 
SiS. AHO Pech, 
MAR OF SOBs 1m 
乃至 SmBLOP MM eS 


まり 成り , 連続 性 の 逐 し 数 


LOA IE & PEEL TW So 


ABO PRIC Ih RICE BS 


el, PMmomle RS 
に 被覆 し て いる 。 比較 的 上 部 
の 青 次 色 砂 質 泥 岩 中 に は 屋 々 
SMtBE RAL, 柱状 図 41 
~O OAR RILBERRL 
た 。 tative Fagus 
americana Sweet, 
crenata Bl. 等 探る 取 し 得 を た 


Fagus 


7) 


FALEOZCOIC 


PLEIST, 


PLIOCENE 


MAEKAWA F:| OROSE F [BZUAMAR OHIRA F. 


MIOCEWHN 


| CIDEGAWA F. 


PERBIAN | 


ROCK CHARACTERS 


(SAWAGAWA FE, 


Terrace Deposit. Gravel, sand, and ny 

Fanglomeraet _Well-rounded cobbles and pebbles 

Younger Volcanics. Hypersthene-andesite (Sanno-yama), 
hornblends-quartz-andesite (Takakeno-ycma), 
quartz-hypersthene andesite (Yakeishi-cake) 


Agglomeratic tufl of andesite, fine tuff, and tuffaceous 
sandstone in the upper part! incoherent sandstone 
conglomerate, and tuflaceous shale with several intercalated 
lignite seams in the lower part 

150-400m thick. 


4 


Largely massive dacite and its tuff with subordinate, well- 
sorted fine-grained sandy tuff and tuffaceous shale in the 


upper part. 
300 - 350 m thick 


Dark green glaucomitic sandstone and green breccia wf 
in the upper part , dark gray siltstone amd gray very fine 
sandstone with Cyclammina, Sagariles, and fish scales in 
the middle ; fossiliferous breccia tuff in the lower. 
400 + m thick 
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COLUMNAR SECTIONS OF THE WESTERN PART OF 
ISAWA- AND NISHI—IWAI-~ GUN, IWATE “PREF. 


» ery 


HORIZONTAL SCALE 


© . $900 10,000 


400 - 450 m thick. 


O 15-20 ~ . 


Platy’ tuffaceows hard shale and tuffaceous sandstone with 
thickness variabel in places; conglomerate which - overlies 
_unconformably the Oidegawa formation-is found inthe 
.western part of this area as shown in Column No . 1. _ 


Green breccia tuff, green tufl mottled watn white. pumice 


conglomerate is “found in the western fart of this area'as 
shown in Column No. 1 400-550m thick 


Agglomerate, breccia ‘tuff, and lapilli tuff im the v 
part , mostly propyrite lava in the lower part (t 
of the iava, unknown) 

300-600 m thick. 


O7DEGAWA FORMATION 
0 27 Meplynee of koremogowana Youn 


FOSSILS é 
s 44  Thracia sp (Tcf perlreperoides Nomura) | 8'2 
Fl 32 © “Rector” poev/um™ YOKOYAMA - 
x @3 nops japonica A foams 
El 94 Macoma of prostexia MARTENS 
GQ) 25 Collisia brevisiphorata (CARPENTER) § 
で ご Schisothozrus sp (8. heanoe HABE) に | 7 
| B46 aadara (A amicula YoKOrAMA) に 4 
CK| 67 Mcoma cf calcareg GHELIN 6 22 
き bg Cerosloderme pseudefostosum MoMA 
99 Mocoma cf placlexta MARTENS [nd 
t aq) 62 
% 6 Mra? sp = 
Cerasloderma  nerusouwcense NM さ 
Dosinia of japsnica CIEE) ty | Oe 
Ghycymeris of veshoides NMIRA x 
VYenericordia ? sp S| os 
a4 4Bnedora  ninohens/s OTUKA $x 
FS Ceraslederma norsowaense MOMURA 
Clameniia sp 
に Dosintg kaneharer YOROVLHA) 
ミ Laevicordium shiobarense (YokoTAKAY 
“_ Schizothaerus ? sh 
” 9 72 Flavamussum VanmsnippencT (HoTZUKIY 
Nuculana Sp 
= 9 Lucina ph of brehlo PIB) 
4 ohio rhracice, (S$ , 
tole Yokdia rhrae/ is, STORER 
a Bestshum yakoyamal AK 
& 
5 J 
6s Torritella 3-Aalali MeMURA i 
O44 4Anecera sp 
977 Lime goliath Sol/sRay 
5° Mcula sp. 
2 Miacoma sp / 
Po ty Lucinoma cf aevli/ineaiz CooRAD 


| Slate, schalstein mita-schist, limestone and hornblenzp 
Diorite etc... 


particles, tuffaceous shale, and tuffaceous' “sandstone; | 


= > 


LEGEND 


Lucinome of aciiilinecla CoNRAD 
Lucinoma olukat HATA & NISHIYAMA 
argobuccinum sp 


Cerssloderma  shinjrense YoKOVAMA 
Chlamys kagamianvs YoovAMA 

Chlamys crassivenivs YoKOYaKA 

Chlamys kogamianus Yokoyand 

Pollinapecten himoral vgoensis MATAIk NEAIYAMA 
Cerasloderma of shinjlense YoKoYAMA 
deleclopeclen sp. 2 

Lutinoma of acvlilineala CoWRAb 
Calyphogena? sp 

Colypiegena ripponica O/MOHIKNDOS KANEHARA 
Chlamys kagormiaaus YoKOYAMA 

Chlamys sp 

Lucinoma Sp. 


Shale 
Sandy Shute 
Lignite 
Sandstone 


Tutlaceos 
Sandstone 


Conglomerate: 
Tutt 

Breccia Tutt 
Agglomeve 
Oacite 
Andesite 
Granodiorite 


Paleozolc Strata 


\ 


ee ae Bn BR 


KU AMEELT SRO ZSEBMOLMCH BL, その 境界 は 屋 * 
FRR OR ACE, BARISTRALIDE, BAOR BREE CORK AEE IB 
EDEIK EH DIR RBICK DAOTZ, Bb EMIABL ( RMAKLED, 
' 時 岩 頭 或 は 燃 岩 流 と し て あら ゎ われ, 本 層 分 布地 域内 の 700m 前 ROW 
々 を 構成 し , 起伏 の 多い 地形 を 改 ら し て る 。 

Il 第 四 系 

a) SK We 

RR BES ; KUUSEAES ESE ARSE ORD, BSR 
AVECRAAOZEREL THD, ES 6 POMOMHICDS S240 
BAZ BN Sy VER CME CAR OIC EERIE RA LDN Zo 

AAI * BER L es 衣川 AAT SEE Ve SRB KL, 前 者 同様 
第 三 系 大 平 層 を 買い て 之 を 被覆 し て いる も の と 考え を られ る が , 基 の 関係 の 
BMMAASNwATe. RAM CMTCMAL CARE, 角 関 石 及び 
自 形 叉 は 半 自 形 の 石英 が みとめ られ る 。 

BRERA ILA : 本 調査 地域 西北 端 の 焼 石 獄 を 構成 し , SILA ome 
出 燃 岩 流 か ら な り , KAURBMWEROTHE), 焼 石 鐵 南 林 部 の 協 正 湖 の 多 
WS & FOC Zo 
b) Baki URE 

Ree Bk ah HER lt AOAC IC OAL, BAU Pte & HE 
FEBRILE OFC HR E I 7e= FAIZ OD Ha RIT RAG IC HERDS DOS GAL THD, 
PAH BOR A OK VON IE E CA RR OUR AGL CS. 調査 地域 に 於 て 
ie KE (Fan) の 頂点 は 北 股 川 上 流 と 胆沢 川 と の 間隔 の 最も 挟ま つた 所 
に 位置 し , その 標高 は 250m CH), 東方 に 向 つ て 攻 次 高 庶 を 低下 し て 
_ So MGAVUMIEILO atROL & BH CHD BAEN BTL KLAN, 
此 の 扇状 地 の 表 面 特 に 北側 に は 腸 沢 川沿 つて 数 階 の 段丘 面 が み ら れ る 。 
局 状 季 堆 柄物 を 構成 する も の は , WHE, 粘土 で ある が 一 般 に 茶褐色 の 粘 士 
BE AKO EER ORO RES b ARRRICH 2. ZICKL, 北側 の 胆沢 川 
PICK Re RL CSRMAIOCOR, 標高 180m 前 後 で , 粘土 な 少く, 
良く 水 礎 され た 委 5~10cm BEOM « SROMROMIC LO CHR AT 


て いる 。 羽 状 地 堆 柄 物 と 段丘 堆積 物 と の 境 は 容易 に 引き 難く , 現在 地形 的 
K 段 丘 面 を 残し た 部 分 の み を 区 別 し た に 過ぎ な い 。 然し 段丘 堆積 物 は 常に 
Sak HH BL CR SLOLBZ ENS. WASEINAEIC bE 
丘 の 発達 が み ら れ , Hii k DSRAEBIASE, Tie) x RAE E SERED oR 
な 地名 を 有 し て お り , 標高 は 最高 ( 祭 時 平 〉 350m 市 野原 260 m 最低 CH 
附 山 近 ) で 200m 前 後 で ある 。 谷 更に 調査 地域 東部 GEIEITYD cite 
DEEL CHS. (GRR) 


See 


geet: 
4 


Prom Fe ee 


eT - a 


a 


- 


ee ie ae tna a SE 


WH BRO RE MEC OT 
On the Takashi- Kozo, at Bessho, Shiga Prefecture 


3% 松 四 B® (Shiro Kanematsu) 


1 緒 : 
高師 小 供 の 研究 に 関し て は , 小 藤 次 次 郎 博 士 !, 佐藤 伝 蔵 氏 ? , AR ELEY 
KF RUBS CHARM ORRLE OD LOM CARER が 研究 発表 さこ 
れ や る な ど , 数 多 の 貴重 な 論文 が 発表 され て いる 。 4 
従来 高師 小 履 の 多く は , NBBOKEGC, BAUS CH REO 
様 な 形状 を 明 し て いる が , 滋賀 県 別所 産 は 殆 ん ど 中 央 部 が 樹 根 と 監 燥 し た 


HBECIIRSN, その 大 き さ る 大小 あ る が , 大 な る る の は , 直径 7=15cm。 | 


CHA 1m 以上 に 及ぶ も の も あつ て , MICA ZBAKE SAVING LPL Ch 
財 言 で な いと 思う 


2 位 ia 


SUT EART OMIA 30 HOM AICd % ATOM 4km の 地位 
TS-LACHS. MMVMGAAKIE 11 年 9 月 滋賀 県 保 勝 会 に ょ つて 保 
ton, 後 昭和 19 年 六部 省 ほ よ つ て 天然 記念 惣 と し て 正式 に 指定 され 
で 今 旦 に 及 ん で いる 。 


3 地 質 


別所 附近 一 帯 は , Wie Ae 1802K- 220K OPI, と 
OREBLERMLOMCH, URAC KRKBAZOMNICLOT, KR) 
の 三角 洲 が 発達 し , 所 調 近 海 の 沖 積 平野 を 造 つ て いる 。 —HZEORRO 
BWACIAELL CHINE, AA, HA, 硬 砂 岩 及 び ホ ルン フ ェ ル ス が 広く 
SEM Lt <ICHRBERAL, 或 は 花 向 岩 と 接触 し て いる 。 

滋賀 県 下 の 地質 に つい て は , 古く は 三浦 崇 次 郎 氏 に ょ よ つて 調査 せら れ , 
その 後 所 羽 湖 層 群 の 研究 が 広瀬 正 資 氏 等 で 行わ れ て いる 。 広 閣 氏 に ょ る と 
SIRO HAG km CRBRL TAREE LE ARR DRL Cc, THE 
WIC HERL Fe EOORC, も つと る ゃ も 古い も の と し , ACTORS Dan 


1) //\BESCRER : 高札 小僧 : HAE, 2, 明 浴 28 年 

2) FR GR: ROR 8: HASHES, 7, 眼 治 33 年 

3) AK BB: -LEORAV-MS: 地質 学 雅 誌 , 6, BAYA 32 年 
4) 君塚 康次郎 : 大 阪 府 窟 兼山 産 高札 小僧 に つい て : 地球 , 18, 1 号 , 昭 和 7 年 
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CANMCH4, iL TTOLEG, RUARBESEIC IER COS RES EWE t 
MUGN CHS. CORUM MO MBE Dt TC EAL eA 
Bh, BEL CHLED LEE ら な り 北 2) HOROLMERLTHZ o FH 
BOR RAT & GET 図 及 び 第 2 BOSD 

A: -kAe eM ORE 
SYRGASYSLBL , SRS ee 
ByAcdelt, CORULLBEX Ab - 7 AK 
に よっ つて で て 沈降 分 離し , 
lg 以下 と じ た も ゃ の を , RET eC 
鏡 で 一 万 倍 に 振 大 し て 写真 を 撮影 し 導 所 
HRO.ODGAN, ZACH 42x B.- 
下 研 究 中 で ある が , 細胞 で も る, バイ ラス 
で も ゃ も なく, 或 は 生物 の 体内 で 出来 た を 鉱物: 
ECR MDPEBR THSo A 
iD: 一 見 青 粘 土 層 に 見 える が , 能 く 
観 休 す る と 砂 質 で と の 中 に 多数 の 化石 植 
物 が 含ま れ , ZERDILE CHE CAS 
fo". by TREAIO THL] ICMc, Pic 
_ 茎 が 明瞭 に 残存 し て いる る の さる を ある 。 
(B). 平均 2-5cm OB Aa CRMEOR 
Been ae ae 
KE VEGW Bes 


224 EOHFE 


m Ie 行い , HEOPHESv e Fey Che 
Lich, 人 第 1 素 ら 結果 を 得 た を 。 
al 表 

A G D 

(He == ae pars 
#4 Tb 4.10% 0.99% 9.92% 
細 TW 15.02 6.66 15.69 
phd + RSE 80.80 91.99 74.62 
Pu 5.47 5.47 5.47 


表 で 明か の 様 に て A, C, D 


共 奏 及び 粗 砂 は 少く) その 多く は 役 砂 及び 


粘 主 で 全体 の 70% を 占め て いる 。 就 中 C BAIA © Bid Lea ie 
OTWOSo MUL CZSLME EC AVENE HZ GL @ FBR ICS L Ye 


第 2 & 第 3 & 


鉄分 箋 を 除去 し 鏡 下 で 観る と 各層 共 , その 多く は 角 生 を 有 す 石 英 で その 他 
RACELEL THEA) LMHS TCLEOMRE, MIEAILL CU ZRERA 
Bie Ze 

高師 小 借 は 粘土 計 中 か ら 出 る も の と , 砂 土居 中 に ある も の と , ご 通り 見 
られ 共に 層 に 平行 に あ る 。 前 者 は 概ね 監 質 で 中 UIE TERED BE ie 共に , 
枯死 し た 無 迷 の 植物 の 根 を 有 有 し て いる 。 然 る に 後者 は 全体 が 戦 質 で 旧 外 殻 
を 形成 し て いる 鉄 計 は 極め て 薄い 。 

形状 は 樹 枝 状 が 多く , (第 3 図 参 照 ) その 大 き さ も 口径 7cm か ら 15cm 
に 及び , その 長 さ る Im に 達する も の さる を ある が , 多く は 長 さ 40-50cm 
CHS. i chic 2-3cm の 生々 円 状 の 孔 を 有 し 10-15 ALOR 
と 次 色 の 粘土 状 の 圭 壊 を 売 境 し て いる 。 表 面 は , 茶褐色 の 硬い 鉄 帝 か ら な 
D, ARICA (ICOM CRD, リー ゼ ガ ング 現 名 を 示し て いる 。 

高師 小 供 の 横断 と 終 折 の ニニ つの 薄 片 を 作り 之 を 鏡 下 で みる と , 石英 の 他 
長石 と 共に geothite か と 思う も の が 点 在 し て いる 。 

又 確 薄 の 化石 が 存在 し て いる 点 は 高師 小 殿 が 生成 当時 , と の 地帯 は 沼 か 
茂 は 湖 の 一 部 で あつ た の で な いか と 老 を られ る 。 (本 研究 総 了 後 別所 か ら 
REN BBN ob ERE HL, Dace Ia HE bc OMA HISEH 
ん だ 事 を 確 め た 。 策 し て 中 央 に ある 土 壊 を 機械 分 析 し て みる と , SR 
砂 と 粘土 か ら な り , net-micrometer で 録 物 を 測定 し た 結果 石英 が 92% 
長石 が 2% Cid 6% は 岩石 層 で ある を 知 つ た 。 

RIC EMM OPEC PR OLB ONCE ICR ET BUR OD ATER 
を 示す と 次 の 様 で ある 。 
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高師 小 LB fi REA 2 
H,O re wicnn 7 
SiO, 47.10 63.95 69. 16% 
Fe,03 23.37 5.00 16.79 
Al,O3 12.68 17.25 
CaO 0.63 0.64 


、 千 高師 小 偽 の 分 析 結 果 の 中 Fe,0;,H20 に つて 換算 する Fez0s. : 
3H20 と な りり limonite で ある 事 を 知 つ た 。 


4 生成 原因 


MOREE, 屋 々 鉄 が 集積 し て 選 を な すか 或 は 塊 を な し て いる の を 設 
め る 。 就 中 水田 の 地質 を 調査 する 場合 て に は 必ず 見 られ る 。 と の 点 に つい て 
BEORKLO SM, 十蘭 中 に 含有 され て いる 攻 離 の 酸化 鉄 な 地下水 に 会 
うか , 叉 は 水田 に 於 て は 洪水 まさ れる と , 居 元 性 の 炭酸 鉄 , 水 酸 化 第 -- 鉄 或 
は 硫化 鉄 に 変化 する が , 酸素 を 溶存 し て いる 洪水 中 で は 再び 酸化 し て 元 の 
形 に 戻る 。 然し と の 場合 若 し 酸 素 の 溶存 量 が 微量 で 還元 性 物質 で ある 硫化 
水素 や CH4 等 が 多量 に 存在 する 場合 に は , FRICACHRILALL CB 
存する が , Ld» bIKO PEGA 7c EEN OBR S KAB BAT れ 
ば , ZEABIEL C=MORILAWE UCHR 3, 
fEOCRORER REIL BAT SAROGRSS, EHEOMR, BURL 7 ARM 
DBR, WORT SHILA WMORIC LOCRHSNS. REBBAS 
BRL CKO SGA, BRILGMit LECRMLAZCHS SK, cHy 
PROR RICHER D S 0 
土壌 微生物 中 , 鉄 ベク テリ ヤ に LOT BILE WAS HSB, Lieske!, 
Winogradsky* 等 に よ ょ つて 提唱 され て いる 。 

又 我 <x は 酸化 第 二 鉄 の 色調 に ょ つて , 当時 の 酸化 度 る 推測 され る 。 即 も 
DEAL RE EAR CHO Co SBA, 酸化 度 の 比較 的 只 い 所 
WAIL BUCO OVE 4 OCH ZBE AA, 

別所 の 地層 中 に も ゃ 上 逃 の 鉄 の 集積 居 が 二 三 回 見 られ , BC, D BRO 
も ゃ の は 硬質 で 上 且 水 平 に 顕著 に 現われ て いる 。 
高師 小 栓 の 多く は , D 記 中 に 見 らち れ 。, 前 光 の 様 に 同心 円 状 を な し て いる 。 
LILIES 6 WII PEL TC 7c FEE OF ASE HHL —C HERE LL Fe FB ak 
され て 中 元 性 物質 が 多く な り , 多量 の 硫化 物 , 硫 化 水素 硫化 鉄 (FeS) 等 が 


1) Lieske, R. : Jahrb. Wiss. Bot. 49. 91 
2) Winogradsky, S.: Bot. Ztg. 46. 262. 


Polynov, B. B.: The cycle of weathering. 


培 入 松 三 郎 : 水田 土壌 の マン ガン に 関す る 研究 : 日 本 土壌 肥料 学 苺 誌 , 22, 2 号 


=e oe 


HR mx Sel 


年 成 さ れ て いた の が , HK PRSORIEALIC ED EAD KROME 


うけ 酸化 され る に 至る と , 選 等 と 硫化 物 か ら 多 量 の 硫酸 を 生成 し , LEN 
の 中 元 性 筑 一 鉄 は 酸化 を うけ て , LGD OCHRE PIC, ICH 


REL BINS So TC OM BRISED Ke ICON) WHICH HICHRSO 


CEvODESBGR So MECHRH, 褐色 を 時 し た り , RMBELEtT 20K 
WACORGWICK DRY, RUBS SRORORIC LOT, 輪 の 大 き さ る 
HDo MZEKORKROMWC, WRMORIR LIAR ICH DNS, 満 


EO BABIC LOTERMIAE REDE LMT BARD So 


RE LBE ICES C TRL ASR ICT SAO D SB AIC DAME tet 


- 塊 が 生成 する 事 は 常に 認め る 点 で ある 。 


別所 附近 の 土壌 の 母 内 に つい て は , 今後 一 悦 詳細 に 調査 を する 要 が ある 
DES WEIR FEL CU SRL GER EBT HA, BOHR 
ES ERROR OSCE LAE Oa 


類似 の 点 が 多い 。 


AIL, BRICK POPE I 5 Mitre O BUCH Y RD, その 物理 性 
を 調べ , 叉 県 立 農 泉 試 験 場 山岡 ) 上田 両 技師 は , その 土壌 中 の 全 鉄 の 含有 


〔 量 並び に ト rー ル 法 に ょ つて 遊離 の 鉄 を 定量 し て 次 の 結果 を 得 た 。 即ち 


搾取 其 Fe,03 TERED Fe2Oz PH 
AB KIRA 14.6% 008994 = 4.94 
n iB RS 15.6 0.52 4.99 

» SILER 6.6 “ 0.65 5.23 

» 大 溢 村 18.88 1.04 4.99 

” ” 21.52 0.85 5.16 


iL Cc ORO BAC OWA BIICY ead AFA THCH SZ. 土壌 中 の 


fit, 農作物 の 栽培 に 大 い に 影 絡 し 就 中 , 米 の 秋 洛 ち 問 題 解決 の 緒 口 と も 
Bx ら 4 る 。 


昨今 肥 鉄 年 の 仮 稀 の 下 に 鉄分 CHAE, 各種 風化 土 培 を 水田 に 投入 する 


の も 之 等 の 理由 に 基く 様 で ある 。 勿 論 高 師 小 供 の 成因 並び に 鉄 の 集積 に 國 


し て は , fA ORMMS LSRMIL DOT, 各種 条件 に つい て 詳し く 追 


及 し な けれ ば , 結論 が 得 ら れ な い 事 は 明 で ある 。 


(終り に 隙 み 本 研究 に 援助 を 与え られ た 相 木 , 山岡 , 上 田 三 氏 に 感謝 の 意 を 表す ) 


[備考 〕 本 研究 の 概 要 に 関し て は 昭和 27 年 11 ART THERA CERES ico 
: HAWES HG, 西日本 表 部 合同 学術 報告 会 で 発表 し た 。 
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RALWTICPMI SWS (FRM BH 。 MATTIE AC BAS HKB OK: 


FR 22-2 LIA TB, MEO S RL LCLORBEDALY 
られ , RRRCORDER BOC VS. 本 邦 に 於 ける チタ ニニ ュー ぇ ふ 次 源 は 砂鉄 中 磁 鉄 鉱 と 
共存 する チタ ン 鉄 讐 か ら 生 産 さ れる も ので, 「 東 落 地 方 に 於 ける 砂鉄 の 埋蔵 量 ば 国内 
ORTH HD CBO, FEOCHK AY OBES Wie 0 DBICETFSELODL AGN So 
と の た び 仙 合 通産 局 で は 東北 各地 に わた つて チ 六 ソン の 統 量 及び その 品位 を 調査 する 
目的 で 本 年 (昭和 28 年 ) 3 BAL ORAM, - 地 質 調 査 所 = 東北 電力 な どの 協力 を 
得 で て 調査 委員 会 を つく り , 5 月 下旬 より 宮城 県 蒲 沢地 区 , 岩手 県 矢作 地区 , Aa 
Ee, 秋田 県 和郎 潟 及び 米代 川 流域 地区 等 の 調査 を 行ない , SHRADIC SARE 
書 森 県 下北 半島 北海 岸 な ら び に 東海 崖 , 同 入 戸 地区 , 岩手 県 北上 上 画 地 規 部 地区 , 宮城 
県 名 取 地 区 , HS RASH RSL HATS PE CHS (SA) 

西日本 の 水害 昭和 284% 6 月 25 ak 4OR Ie ROP 
児島 , SIR R <A 5 県 及び 山口 県 の 一 部 を お か し , RRBLENKCRES 
RES BL eo まず 英彦 山 だ 源 を 発する 較 賀 用 が 26 AAEL, BRAY BO 
た の に は じ ま り , つ づい て 矢部 川 ; 同 昌 夕刻 た は 筑後 用 る 泊 握 し て つい に 筑後, 佐賀 
山下 野 に 狂 講 し , 久留 米 市 を 水 湯 の 危 険 た に 追 込み , 穀倉 入 万 町 歩 を 湖水 と 化 さ を た 。 
PRLS EKCRICA EDI, OKLA BMNOWMEL & PICRBASTH 5, BE 
9 り 続く 雨 は 更に 28 北九州 5 Abr e BEL, & < ICPSR ML YOURE RIC 
DCABLWE BO. 関門 トン ネル は 絢 3 時 間 Coke HICK OAD RSE E OE 
し た 。 その 雨量 最高 700 SY LBht, RERLEIC 100 Gee, TTR, 
ME CHET ER, 山陽 線 を は じ め あめ 長崎 線 , 筑豊 線 , BRE SEARS 
九州 の 殆 ん ど 全 線 が ず た ず た に 寸断 され た 。 7 月 9 昌 現 在 の 被害 状況 を 挙 で ぐれ ば , 
死者 '689, 行方 不明 477, 負 傷 者 2,096, SRR 2,932, SAR 13,546, BER 
屋 3, 253, FE bik + 187,937,・ 田畑 流失 34,501, jaa geez 166,084, 道路 損 
ie 12,689, (UR 2,486, Have 4,950, HERI 14,206, 鉄道 被 賑 451, Be 
SOO 1,542,283 (EAM RAO RBI) で ある 。 

7038 CD INBAC L SAINRO LY FRSC ENS S PEO RES EKEBAS 
7 月 6 AUEOMEAARIMIOLANC LUE, FUN OMA SHOE 94, 
HAZ 109, SPN OWE 51, LYNEEK 6, REROWE 10 (17,000 i) で 
BIDE COMAPI EER EIC LSS OD 284,000 He, BPP RY Anew, BREE 
総 に よる も の 50-60 GLA, この 合計 出 穴 減 は 同 地 区 の 5 AWKEBOR 
に 4 ICES So EPMO MBAS 12, 一 部 水 波 8, BOVE 6, 出 
AcpX 37,000 TG AR LIcmEL 24 に 及 ん で いる 。 GIA, REA, HL, azo 
諸 新 聞 に ょ よる) ; CARY 


7450, Si#8%y) chinoite Beck, C.W., 
Givens, D. B. 

New Mexico, Chino 鐘 鉱 山 産 の エメ 
ラル ド 線 色 を 時 する (NERO 
有 孔 光 右 と 同質 二 像 を な し , ARICA 
to MAF a=7.47A, 0=8.31, 
c=5.83 WC, 2Cus (PO4)2(OH)4 XS 
too 宏 間 群 は Pnn。 MIE 6 010}, m 
1110 , ヵ 々 {011, より 成り , thas a:b: c 
=0.8967 : 1 : 0.7046, 極 還 比 po: qo:To 
=0.7858 : 0.7046 : 1。 盛 開 は «110; に 
Be, 断 口 は 不 規則 , H=5-6, G= 
- 5.24, fRaZsir w = 1.698, 8B = 1.745, 
y = 1.793, 2V == 90°, S4PEIE. 光学 
的 方 位 は X& =e CHA (Am. Min., 
38, 191 ~196, 1933) _- (KE 
7451, バリ ウム 長石 の 高温 型 Voshi- 
ki, B., Matsumoto, K. 

RVYRRIBRBE カオ リン か ら 合 成 し 
た ベリ ウツ 長石 に . 低温 型 の 皿 鈴 重 士 } 
AIC L, 高温 型 の 大 方 品 系 に 属す る も 
の が ある こと と を 発見 し た 。 この 高温 型 バ 
VILARAILIEEC, AL o= 
1.573, BEBH/t (0001) に 完全 で , HG 
FBT a=5.25A, c= 7.844, BR 
は Den! に 属し , (ALSi)O。 DRO 
に Ba ヵ 光 置 じ て いる 。 約 300°C Crk 
激 た 膨 長 し , と -8 変 移 を な す 。 こ の 六方 
HERO AVY LRA hexacelsian & 45 
名 する 。 (J. Am. Cer. Soc., 34, 283~ 
286, 1951) (KB 
7452, Brazil, Sapucaia ペグ マタ タ 
イト Gk OM BALE faheyite 
Lindberg, M. 1./ MGrata, K. ‘J. 

本 鉱物 は (Mn, Mg, Na) Be, Fe, 
{PO,)4-6H,0 で 示さ れる , 特色 乃至 礼 


i 


CRE RU LE GOMMRMMS EER 
BE 758, variscite, frondelite ee 


つて 産 す る 。 六方 品 系 に 属し , ENE 


恒 数 は a=4.93A, c=16.00 6, Xx ee 
REAL 7.28, 9:72; 3.248, 3.087, _ 
3.031 BU 3.958A CH WTR AR 
So 比重 は 実測 値 2.660, 計算 値 2.670 
で , FRAIX @==1.631, €=1.652 CE 
So WEFA J. J. Fahey に 因 ん で 合 
名 きれ た 。 (AM. Min., 38, 263~270, 
1953) KE) 
7453, イタ リー San Venanzo #M. 
kalisilite Bannister, F. A., Saha- 
May RC : 

kalisilite は 1942 年 Bannister と 
Hey た よ つ て 南西 Uganda OKs 
中 に 見 出さ れ た 霞 石 族 の 鉱物 で ある 。 イ 
タリ ー Umbria, San Venanzo の 加里 
に 富ん だ 燈 剛 (venanzite) Hic % Bs Alc 
類似 し た 鉱物 が 存在 する 。 CORAM AIC 
Bice bhi LC, Clerici 重 液 で 問題 
の 鉱物 を 分 離し 研究 し た 結果 , = SRC 
し た kalisilite GHA = ED SPIGA Le 
FRIAS @=1.543, €=1.537, 比重 G= 
2.625, 格子 恒 数 a=5.141, c=8.657A 
で Uganda D4 DL MBF So Ug- 
anda "の も の は 試料 少く 化学 式 と じ て は 
KAISIOg と 近似 的 た 表 は し て あつ た が 
Venanzo 産 の & も の に つい て し ら べ ベ べた 結 
果 2 ((K Na) fAly Mey siOn) Were 
当 す る 。 (Min. Mag., 30, 46-48, 1953) 
7 (RAID 
7454, Rankinite DOERR LRTFER 
Moody, K. M. 

Ca3Si,07 の 化学 式 を 有する rankinite 
は 1911 年 Shepherd と Rankin fOr 
り 9 鉱産 中 より 見 出さ れ た 人 録 物 で , LOE 
Tilley に より 天然 産 の を の が 見 出さ れ , 


I 


#522 


さら に 近年 開 者 た より afwillite を 1000° 
た に 熱し た 朝 合 生ずる こと が 認め られ た 。 
Antrim の Scawt Hill の 天 鉄 産 の ran- 


_ kinite に つい て 結 品 構造 の 解析 を 行 つ た 。 


HAE AICI L, d=10:55, b=8.88 c= 
7.85A, 8=120.1° ChSo ARIS P 


‘2,/a GS. (Min..Mag., 30, 79, 
1953) > (RAID 
7455, Fe’’-chamosite & Fe’”’- 


chamosite Brindley, G. W., Youell, 
Ree: 
1951 年 Brindley は chamosite (x 
カオ リン 型 の 構造 を もち Xn (SiOs) 
(OH), で あら は され る こと を 述べ た 。X 
が AlFe“^ の 場合 は %=2 る で お むり, Fe”, 
Mg の 場合 は 3 で ある 。 Frodingham 及び 
Northampton の 水 成 党 の 鉄鉱 石 中 に 姜 
鉄鉱 邊 を 肉 つ で て 産 す る Fe"”-chamosite 
RABE LC, 研究 を 行 つ た 。 こ と の Fe”- 
chamosite を 宏 中 で 400°C た に 熱 す る と, 
PL SHRK SIC DAY vHMOMO HE 
造 を も つた も の に 変化 する 。 これ を 普通 


の ferrous chamosite と 区 別して ferric 


chamosite と 呼ぶ 。. Fe”-chamosite は 
EARL AO Hae AL, Fe’’-chamosite 
(LAT EATRO HER AT SEO CHAR 
両者 の 格子 構造 は 類似 し て いる 。 Fe”- 
chamosite は H,O の 存在 で Hoe で 層 元 
する と 再び Fe’’-chamosite に も ど る 。 

Fe”-chamosite を 水蒸気 中 で 加熱 する と 
650°" 以上 で 種々 の spinel を 生ずる 。 

Fe’’-chamosite は , 水蒸気 中 , 窓 中 , 

BAH CATA & 600° 以上 に た に 於 いて 
hematite, spinel, 800° で は ¢-cristo- 
balite を 生ずる 。 chlorite MO 
する chamosite は 存在 し な いと と が が 明 
ら か と な つた 。 (Min. Mag., 30, 57~70, 
1953) [長谷 川 ] 
7456, Connecticut }}]| Middletown 
地方 の ペグ マ 鐘 イト 産経 ERRUBEH 


WL BLE & BE 


"WFR Het, Cameron, E. N., Rowe, 


Re Ba awWreis) seeks / 

RHEL BEA O MBs 38 ODBC 
分 けら れる 。 (1) 分 散 し て いる 負 結 品 叉 
(LCRA, BEBO CITES 
点 学 的 た 一 定 方 向 と 並ん で いる 。 (2) 分 
WL CW SHY 或 は 不 規則 な 形 の 旬 杜 
Wo (3) IB CBOR ae Mo (1) は 一 
実 的 の る の , (3) は 三次 的 の も る の, (2) 
は 一 容 的 又は 一 次 的 に 出来 た も の で ある 。 
(1) の 色 論 物 中 の 液体 は 水 問 液 で , 気泡 
が あり , これ は 187~386°C で 消失 する 。 
MRERHO (1) の 包 桂 物 は 常温 で 一 液 相 
と 気泡 を 含み , 一 液 相 は 31°C で 消失 す 
Bo これ は CO。 の 液 相 で あり , Bich 
Phe GIT D & RYDlK 238~356°C で 消失 
する 。 WEDS 310~455°C GARFAS 
の も あり , WAL RTDs 329~348°C で 
共に 滑 失 する も の ゃ も あぁ る»。 

ARR REIS LC 鋭敏 こ 
変化 し な い 。 31°C CHOIR SIS 
合 も あれ ば , 124~292°C で 液 相 で 充 さ 
沈 で いる ご どき お る 6 

この 様 な 液体 包 衰 物 を 用 いて , 
タイ ト 録 物 の 生成 温 諾 と , ~~ RA} 
岩下 の 成分 が 決定 出来 る こと を 評 細 に 論 
じ て い る 0 (Am. Min., 38, 218~262, 
1953) (ABD 
7457, PRAROSKAOES Tunell, 
ce te . 

RRADIPHLAOE SR RORICEY 
So (O10) BSGARR% N-S 十字 線 と 一 致 
ELD, RCHALHHEOF ic He 
し , 90° E Orb SV FE CHER DASE RIC 
な つた 時 , . COBO N-S 十字 線 が K’ 
振動 方 向 と 一 致す る 時 に は , LOWES 
の 符号 を 正 と する 。 (Am. Min., 38, 404 
~411, 1953) (ARE) 
7458, RBALERAO X BORE 


Koizumi, M. 


AT Zz 


fy oe 


WHORE RC ADIL yt 
線 d=7.8~7.9A, d=6.67~6.78A が 


HPAII SH, 5.30~5 34A OMT 


SRT CIEE C SITS FW 


HUB CES RR d=4. 04~4. 07A は 
澤 沸 石 d= 3.95~3.96A kb 8 が 少し 
大 で , d=2.76 へ 2.82A DRTC 
(388<, HRPRACIREN C OBRTCEEL 
が ある の で , X 線 粉 末 写 真 か ら , COM 
者 を 区 別 す る とこ と が 出来 る 。 千 実 験 に 用 

いた 試料 の 産地 は TAT Yk : Teigar- 
IOI VN 静岡 県 谷津 , ices 
川 県 湯河原 , NIRS, SVL 
で あろ る 。 (Sci. Rep., North Coll.; 
Osaka Uni., 1, 67~71, 1952) [大 森 】 
7459, PRBRSUMUBATVY 長 
RAH 

三川 鍼 山 の 熱 水 鍋 鉛 現 鉛 鉄 坂 中 に ,- Ak 
Bk LC ERMICLO CAA VY OES 
Bo COBAVYAABEBL, 大 さ は 
IWS で , TREAT ORR, 600°C に 
BEV UREA RHE, 990°C ICH RPAH 
BRL, 何れ る ヵ オ リン に 特有 の も の で 
ある が か, 吸熱 曲線 の 市 の 廣 い こと は 試料 
の 特異 隆 た 基く も る ので, 電子 題 微 鏡 写真 
で は 見 事 な 太 角 板 状 結 品 が 見 られ , X 線 
WKRERL DAVY EBL -MtSo fA 
GAAk © =1.562, y=1.568 で ある 。 
(Jour. Earth Sci., Nagoya Uni., 1, 
9~16, 1953) [大 森 】 
7460, 岩 此 中 で , PGK ICS S SRE 
BEESAYVRAOLER Kuno, H., 
Nagashima, K. 

Pak I GESReE A ° HR RUA 
石 基 中 に , Bedi LUCE ASA 
と ピ ジ オ ォ オン 交 石 を 化学 分 析 し た と こと ころ, 
前 者 の CaO は 2.67% で , 後者 は 4.06% 
で ある 点 を 除け ば , MAE < KL 
いる 。 CORIC CaO の 量 に 遅い が ある 
OER 2S O 


in- 


iy 


BRE SS 23 


version [PMY S KORN CHM 


する も の で ある 。 (Am. Min., 37, 1000 
~1006, 1952) (KI 
7461, BROSEH, KAVACR 
(inversion) の 刀 化 Keith, M. a 
Tuttle, O., F. 

FREES HY wee FAL Be 250 試料 に つ 
き , PEA MIKE Lito ASH BBVA ZF BK © 
態 で お こる と 老 え られ る 様 な IEEE 
決 貴 は 出来 な い が , 著 し ぐ は 異 ら な い e。 
AMUN ROBE (測定 試料 の 90% 
近く ) 精度 は 40.1 C で ある 。 天 鉄 石英 
DEBE AX 38°C 以上 の 範 園 た , 合成 石 
英 は 160”C LI LORBICAIE TA HF 
し 測定 し た 天然 石英 中 95% 以上 は 2.5*C 
(加熱 ) ORS CHB Lico HLOZEIX © 
thOA AY PEBAL LCAS RES 
RBI RARE (il ZAE GED FEE F 
CEURE RIDE Dt Bz 
rsion break 40°C を 示し , Al, Li の 存在 
下 で 生じ た も の は 120°C SETS) が 
それ を 裏付け る 。 BABE AOKRGH 
の え ペ クト ルル 分 析 は 少量 元素 の 変化 を 示 
L, その ぶ 線 研究 か ら 臣 位 格 子 の 大 さ の 
変化 が 認め られ る 。 TEYRAO BME 
度 に 依り 変化 し , TA SULIT LER 
境 下 で 生じ た 右 英 の 相対 的 な BERARL 
て いる 。 天 鉄 石英 の inversion break に 
PAV CMD ASF Ca (inversion br- 
eak (LEB IC k APO peak の 最初 

直線 部 に 深 つ て 引い た 線 と 基線 と の 恋 
一 般 に 加熱 と 冷却 で 異 る )。 例え ば 
(1) i は 部 分 で 値 を 
異 た だ する 。・ (2) 花 周 岩 及 流 紋 岩 中 の 石英 
nn 前 者 573 一 573.7°C, 後者 
572.4—S73°C (冷却 )。 但し 例外 る ある 。 
(3) 帯 状 き グマ タイ ト の 石英 は 疾 し く 廣 範 
園 た 変化 し Block Hill の 例 は 571.8 一 


ーー 


inve- 


oe 


2004 oe er 

573.8°C (41) で ある 。!4) AMG |e, eer, BA, 77, BB, AB, RU BV 
WHE (3) に 比べ 限ら れる 。 ROM | を 測定 し , MMBC se ESTOS. 
する 較 続 的 変化 が ある 。 ( 例 Kirkland と の 周り に は 0.2mm 程 の 反 確 縁 が ある 


Lake, Ontario), [-2=OP#AItGHE 
ROREOANE (HEE MAS) RISD Av 
ジ ケ ヶ ケー ター と し で 極め で 有効 で ある 。 
(Am. Jour, Sci. Bowen Volume I, 203 
~280, 1952) (FH 
7462, Nigeria FOR RVEERA 
中 の 方向 性 の ある Sana Game, 
P. M. 

Hy Nigeria の 高原 地域 か ら の アフ 
—I7V — RARE A LT 
結晶 と し て , MEW AD ‘glomero’ He 


BRSAC So これら の 光学 竹 , 特に 


光学 的 方 位 に た 就 い て 詳し い 記 載 を し て い 
So HTHRAOGINE (010), (001), 
(001) の 極 を Nikkitin 及び Tertsh の 
図 た 重ね る と , 後者 の 高温 型 に 一 致し An 
42% を 示す 。 RICMGILT 1-5 4 MER 
TARR HED, 更に twin-optic の 方 法 


43 の 位置 に ), 


BZ. その 方 位 及 び 光 軸 角 の 測 窒 か ら an- 
orthoclase G2 54 FED CU Bo ALE 
PICU CIAL OBE, X= 線 , 分 光 分 


PEPRAB Ho その 結果 は 十分 確か か 


で は な い が , BR << BALA CHS 5 EGR 
べ で いる 。 その 方 向 性 に 就 い て は , 細長 
い 捧 の 瑞 の 方 向 を ステ レオ に 投影 する と , 

Tertsh の 高温 型 の 〔[001) た 一 致し (An 
更に ステ レオ より その 方 
科 が 中 性 長石 の C 軸 に 奉行 で ある 事 が 求 
あら れる 。 (Bull. Brit. Mus. Min., 1, 

75~84, 1952) (S28) 


7463, Kenya Colony # Kapiti 


Phonolite と Kenyte, Smith, W.C. 
著者 は 束 ア フリ カ ヵ カ Kenya Colony の 


_ kapiti Plains 産 phonolite と Mt. 


Kenya £€ kenyte (CHIV~CH EEL, me 
FRC RAS RATED BO) BE ke iS 


1 2 3 4 5 
SiO>s 55.48 52.10 53.98 53.80 54.53 
TiO, 0.70 0.30 0.57 0.31 0.98 
Al203 18.70 22.29 19.43 18.46 19.48 
Fe,O; 3.53 198 4.39 6.22 1.18 
FeO 2.08 4.10 2.05 0.40 5.72 
MnO 0.12 0.23 0.26 0.33 0.12 
MgO 1.75 iL 1.07 1.05 1.44 
CaO の の 2.42 2.04 2.53 2.28 
Na,O 7.04 8.60 8.81 7.09 9.16 
KO 4.85 4.66 5127 5.46 4.80 
H20」 3.31 0.75 1.66 3.54 0.12 
H,0_ 0.19 1.00 0.13 0.85 0.06 
P20, 0.24 0.46 0.30 0.53 0.12 
(Ci tir n.d. n.d n.d. {BES 
Co; nil n.d n.d n.d. nil 

Totals 100.16 | 99.81 99.96 100.57 99.99 


Phonolite (Kapiti type), 
Kenyte, Meru road, Kenya 

ss , Mt. Kenya 

y , Mt. Hohnel 
Phonolite-obsidian, Mt.Kenya 


Apon = 


Kenya Colony. 


TE 


th 


$e #25 


いい SS Kenyte は 最初 J. W. Gregory 
DBO Bee と 大 き な anorthoclase © 
結 品 を 特徴 と する Mt. Kenya ory 
に 就 い て 命名 し た も の で , BE LC 
記 anorthoclase と nepheline + #4 
する 。 Kapiti @ phonolite は 暗色 の 基 
地下 に 長石 の 百 色 血 品 と , それ より 少量 
呈 つ 小形 の nepheline OME, L RATA 
岩石 で , kenyte & (tAERICHLL, 
Gregory が 言う よう に は 明瞭 た に 区別 し 吉 
WERT So 化学 分 析 値 は 上 記 の 通 
り で col.4 の kenyte は 柱 色 , RBH 
不 透 星 の 石 基 を 持つ 岩石 で Fe2Os に 特 
に 富み , HH20 PAW IAC 
“LADLE RbnNS. Zt coll LeE 
#igius col. 1 が SiOz, MgO, FeO 
pICB&, NazO, K20 僅か に 減 
少し て いる 。 col:8 と * col. 4 UO 7 
MRIXH,0CH SP LIx analcime の 存 
在 に よる 。Kapiti phonolite と kenyte と 
(Lee Cd 僅か の 相 異 が 見 られ る だ 
で 即ち phonolite に 於 て は analcime 
と nepheline & AARC DSN DU, 
kényte に 於 て は 無色 等 方 質 で 多分 砂子 
と 思わ れる も の と , 存在 は する が みつ け 
AD\(Met7r nepheline と を 有する 点 


が 異 る 。 組織 た に 於 いて は Kapiti 'pho- 
nolite (tEVFERKORAOMIc analci- 


me と 少量 の nepheline と を 有する 完 品 
BE CHAD (22H micro- 
ophitic CAP ICK < MM RAO lath と , 
Shh CAR pICH WA ORI IGO BAS 
ある 。 ARMCIIMAL 4 RADARS 
He ChAzDi, nepheline OFfALIt Ka- 
piti phonolite より kenyte DAY 
く 且 つ 見 つけ る の が 困難 で ある 。 FEO 
色 は kenyte ($BKE CHAD Kapiti 
‘phonolite (1 UIE CSS. (Bull. 
‘Brit. Mus. Min., 1, 1~11, 1950) 
ChB) 


kenyte 


‘lite-basalt-tuff, 


Sf Part, G. M. 

Cape Verde El S. Antao, S. Vi- 
cente, S. Tiago, Fogo, Brava 島 産 857 
個 の 岩石 が 英国 博物 館 に BERN COA 
が 著者 は 当 等 岩石 を 研究 する 機会 を 得 , 
AB RIEO Mi 4 DK LVS ICRN YC BA 


Sate FOC 4S, KEIO - 


買 は 次 の 如く で ある 。 


Recent & Quarternary 


BREE, StS. 
Jk LL Stage IV 


Late Tertiary 


MRS, アル カリ 玄武 符 

IK LZR, Ba, Stage . iit 
BAe, Bot WES 
Fr EIT REOBERK 


Miocene 
Tertiary 
Early Middle Tertiary 


Yo, KR (‘Main 
basalt’ series) Stage II 


? Eocene 


et WO Maio BA 
RAS 


Post Aptian 
? Maio. ? S. Tiago 
Aptian 
Maio OF Det 
Neocomian 


Cretaceous) 


maio DAKE VY p 


本 島 順 産 の 炊 の 如き 火山 岩 類 に 就 い て 
ROU THE AY, FEL SRS: 
AU FOTW AS Bil phonolite 類 と 
し て hornblende-phonolite, haiiyne- 
phonolite #%, leucitophyre, haityno- 
phyre "と し て haiiyne-leucitite + ta- 
hitite と を 記載 し , Hoth trachyte; 
tephrite, basanite, nephelinite, meli- 


olivine-basalt, lim- 


burgite, augitite 等 を 詳し く ぐ 記 載 し で 


BE, HEL, BRO 


Stage I~ 


7464, Cape Verde Islands PERIL 


- 


| #26 SA OLR & i 


ふい る 。 BEICKOILMES RR OWE 
Bc, RESTOR DD LSHBOR 
因 と 息 源 に 推論 を 下す こと は 有益 で な い 


LN, 炊 の 事 を 注目 すべ き 事 柄 と し で | 


指摘 し て いる 。 
a) MRE RRDa: < EEL 7.0 b) 中 
性 岩 類 が 比較 的 少な い 。. <) 刻 武 岩 類 は 一 
FIC SiO。 が 少く (39 へ ~43%) Hed sd 
Ho d) Stage II M “Main basalt”’ が 
廣 範 園 た 分布 し , し か る 均質 で ある が , Z 
に 続く 大 山 風 類 特に phonolite の 如き は 
非常 に 司 部 的 で , その reservoir PAS < 
な いこ と を 了 星 示 し て いる 。 BOK 
SHOR < 分 布 し て 均質 で ある こと は , Ye 
URED FLV» cycle pRERHOD 
化 作用 を 感知 せしめ る 程 進行 し て いな い 
こと を 示す も の で ある 。 (Bull. Brit. 
Mus. Min., 1, 25~72, 1950) 〔 植 田 〕 
"7465, ‘New Hampshire の Su- 


napee REIOBREGRU SA Chapman, 


ON AS 
本 地域 の 岩石 は 社 に Lar Pe Ale 
カカ ら 下 部 デボン 紀 に わた る BMAE OT 
つて いる 。 北 布 部 は 断層 に 依り 他 と 分 部 
され , SNe BEAMS Ob, 
UAE OP ICILER A 7a Hh DC, =A) 
Bethlehem Ait (HeBBMIIRe Le BE 
SMbnARea AAT), B) Littleton 
le (2 -Biteka, EAR T SICK 
い , LORE TI GE, SICEALR OH 
MRAM Mt), C) Kinsman fRty 
Yam (A WADE OFA CHER 
TL) DMRS So. と これら の 変成 作 
FAO RROWK EIT aR vy HI G% Do REO 
(APE —E AME ISAR AC あ 
る 。 こ れ ら の 流 理 面 , 線 構造 , FAH, ot 
Kew, KETCRAOMEREO heey 
BARU RAD HL < Be Sh, A, B, 
C 王者 は 密接 な 関係 が あり , その A, B 
は 岩 此 源 と 老 き る より は 交代 作用 に 依る 


と 考え る 方 が 引 当 で ある と 結論 され てい 
Bo 即ち B の 泥 暫 岩 が 魔 域 変成 作用 の 
結果 , AELD ROMER BEA (A KO. 
B) 、 に 変化 し , その 際 物 質 の 附 加 が 行 は 
hike 他 般 的 に 相当 な Na と :Ca が 次 
HRE—HHRAX FOR OBA Sh, 
HMO RE CLEC K Obie 
微 欠 長石 に 富む 相 を 作 つ て いる 。 ABE 
HCA AGO DS TK (ERAS) 
PAL COS. (Bull... Geols. Soci. 
Am., 63, 381~425, 1952) 上 島 準 う 


~ 


ンー 


7466, メキ ジコ Avalos-Provide- 
ncia 地方 に 座 け る 銀 銘 正 銘 鐘 床 の 地質 
Triplett, W. H. fy 

“ub OMWAIX PV tS MRO EMO 
堆積 岩 , BRR, Rev ¥ =BSOREA 
AROZSrR ASHES BUAz 
WA koto, ok ORB RRICA 
7S (P27 ROBB) を 選択 的 に 交代 
し た 接触 和 性 の も の で , LEBEABL 成因 
WERRAT AS 5 

SKER( LHD EE RENC BEY HL 1) ABS 
FNC, DLR OH (HDS © Fe a 
か ら 西 方 へ 変化 する 紙 曲 部 に 相当 し , 2) 
鉄 体 は その 下部 で ARVO RAGE 
裂 購 に 浩 つ て 発達 し , 必ず し ゃ 地層 の 傾 
ALL -BMeT, EZ AKEOPRRIC 
その 最 下 低 部 を 有する が , EBS CIRAR 
AOMKE HH WITHL BGS ME 
に 沿い , APSE RBA BTS 
ORALENRESHoK, shor, Bshax, AER 
金 , RAD, BOSL OAD, Hn 
Bek Y 175~500 米 ま で は 酸化 され で 
‘aGkOh TUBA, Sho, pve stp, 
Reo BSioK, Awier, Aserso— 
RWRMMR ETS So COPB(LHEOF RIC 
(HES 50~100 KORRES Le bv, 
金銀, 鉛 , 亜鉛 の 品位 を 高め ある が , 下 


_ Engin., 4, 583.593, 1952) 
7467, - SHEE wr aged aims 


ea a eee 


BICC ICID CRICRNIREEEL, 不 | 


SRE CHL ET OW COIMLIE み ら れ 


Teo Providencia' $INCRAt 4 Bae 


BArlrS 0.32g/t, 銀 115g/t, H6.4 
%, BEE 19.5% で ある 。' (Mining 


(aA) 


Stet Kelly, V. C. 

Capitan RgkorzKlt— Si San 
Andres ARAL S=MORMEIAETER 
HO BRGERIC EER) 1300 7 ¢ — bO 
状 円 含 形 を な し て 存する 。 鉱石 は 磁 鉄 鉱 


RELL, その他 高熱 交代 性 鉱物 と し て 


mee BSE ABNaPA ow Zz 
VLE el CO L BORIC EER 
録 が あり ABC < Conc HARA 
帯 , SA RRA EID, LEO 
ERIE RERE 22H. AAaNAA: 
BRWICEH LL. BEIGE, Be 
Was 2 RC ERLE COLE 
られ る o。 

AGRO KA AD elk 1K SAE & HE 
造 表 配 (structure ‘control} の 解明 を 必 
要 と し , 多 了 質 石 次 岩 が 地下 水 の 影 響 に 
tROCRABICIEE UC, Biase (collap- 
se structure) #4CEUMICSRERO 
素地 が 作ら れ た ぁ の と 思わ れる s 

REGGE & ERR ok & D FREBAA, He 
3S, 鉱床 生成 時 の 温度 等 の 事実 に 依り , 本 


: 鉱床 は 高熱 次 代 鉱 床 と 云い 得る 。 


ic, 本 人 鉱石 の 分 析 値 は 次 の 加 く で あ 
Bo Fe 48.10, $ 0.06, P 0.06, CaO 
9.70, SiO, 6.50% 5 (Econ. Geol., 47, 
64~83, 1952) COnBRE) 
7468, VAVIYEICMIFSEMMES 
AUYEH Marmo, V. 3 

岩石 , 地下 水 及び 植物 中 に 念 有 され る 
微量 成分 Cu, Zn, Ni, Mo OFS 
と 之 等 相互 の 関連 性 と た つい て で 述べ て い 
Do 即ち 


, OeS Ra aIC 


1) pRaeROR, BERK, BORK, BORE 
鉛 鉱 を 含有 する gta Loe 
づけ られ る Nokia 地方 の 虹 下水 中 の Cu, ~ 
Zn 及び 植物 特に Vaccinium vitis idaea- 


| の 華 の 次 分 中 に 含 須 され る Cu, Zn, Ni 等 、 


OVE HARI ICL IPRA EB 
含有 され る Cu, Zn の 漠 - 
慶 と 比例 的 関係 を 有 し て で いる 。 また 下記 
DEEL この 地方 の 磁気 異常 地帯 に 
FR CRICS LA MBPS Do 

2) RGA DATS Hiirola 地方 
‘で ledum: palustre の 旅人 分 中 の Cu, Zn’ 


。 に つい で 行 な つ だ 実験 る 1) と 略 え 同様 


な 傾向 を 有 し ," : 他 種 の 植物 た よる 比 較 る | 
惑 る 程 詞 司 能 で ある ご と を 示し で いる 

3) 録 染 状 煙 水 負 鉄 」 芋 鉛 僕 を 含有 し - 
CWS tthe (emir k Orc S Ra- 
utio HRAICIA 2 Ledum, palustre の 
次 分 中 の Mo, Cu の ゐ の 濃 己 曲線 た つい で の 
工 異 及び それ と 岩石 中 に 含有 され る Mo 
Cu の 漠 度 と の 関係 ,. 更 記 植物 と 部 分 好 
ち 葉 と 小枝 4 の 工 度 の 関係 た E つい で 論じ 
で いる s ヶ ぁ ご れ に ょ れ ば Mo は 葉 と 小枝 と 
DICE OIE OBRLADNI DL こ 
Fy Cu は 工事 め 小 校 の 方 に た 多く 今 有 され 
AAD Bo 

CO EMM LAME eees & BEA 
すべ きも の で PNCORA EE IS 
SLR Ze 7 ST RICE. EC 有 巡 な 探鉱 の 
Fh) Lice & THES LO Ho 
(Econ. Geol., 48, 211~224, 1953) 

CSA). 

7469,  SpRic kSmlb=y > LRA 
ORL ERRUGHBERE Hawley, J.E.,. 
Hewitt, D.F. 

itr Ge a VI, Sy Fey, At 
Br —EORGICHEG L, これ を 500°S 
1200°C に 保つ た 電気 炉 内 で 数 時 間 :~20- 
上 時間 加熱 し て ATM = Y 7 ok NiAs~Ni. 
(Sb, As) に 相当 する 鉱物 を 合成 ,・ こ と れ 。 


$28 


4 A WE BR & 86 


に っ いて 題 微 鏡 及び X 線 的 試験 を 試み て 


WSDo = D ee 果 NiAsjo9: NiSbo—Ni : 


Aszo:NiSbzo DIO RACH F SELAE 


ニッ ケル 人 鉱 は 500*~750°C,8 へ 20. 時 間 の - 


熱処理 で 解離 し , LHS 77 VSKOINC 


NisAs。 に 相当 する マッ ヘル 鉄 を 少量 本" 


Hit Sok plore 
+As t Jo 

COM aA <7 NPR LEIS YY 
NMOAPRORI CEA ET So Bi: 
1) ZORMERERRICMILL Lc eee, 2) 
HIER EULA, 3) BaPESELRRIC 
類似 し た 薬 片 状 組織 で er 
紅 多 = タ ケル 鉱 の 結晶 粒 界 に 深 つ て 現 わ 
れ た も の で あぁ あり, 3) (SHLT=Y 7 VBKO 
族 面 た 下行 に 析出 し た も の で , 共に Sb 
の 含量 が 比較 的 多い も の に 著しい 。 これ 
ら す べ て の 組織 は ALAL= 9 7 1 KORG 
BC LALOG, この 現 付 は 天然 た に 於 て 
FHI, BE ea nd IO ran EA 
水落 座 の 熱 的 影響 を BARBOSA 
bh, 鉱石 組織 に 関し, 従来 の 考え と は 
異 つ た 成因 謗 を 提案 し て いる 。 (Econ. 
Geol., 43, 273~279, 1948) (7K) 
7470, = Hi§ 4b $9 SS IMAG SH BRR 
Wandke, A. D. 

Lead lap -CHigla, F741 b, SH 
RET OMA, BEA OER OAL 
を 生じ , (IRE RSRICOVY CROOK HR 
を 与え そる こと が ある 。 即ち 1) MESO 
び デ ゲ ナ イト より な る も の は PHRABE 
面 が 均一 な 淡 書 色 を 時 する が し ば らく 
放置 し て 再び 松 鏡 すれ ば デ ゲ テイ ト 又 は 
交 錦 人 鉱 中 の 毛 傷 線 に そつ て FATES 
MILF FA} (bleeding) D¥KICH 
われ て 来る 。2) FY HA PICA % FA] 
WZCBE TK 7c L-CHESMGK (spline) が 環 

HS So 3) highOe FPF 4 LOBES 
ARABI ae 4) WRSMOK & GARE L yEAs 
SOLE NIAORMD SF EEX ePIC 


(NiAs > NisAs2 


‘CHE, 


Eh. LORMADE CHEMIZ TET, 
eR, «Sec loceabne 


いる 。 上 記 の 現象 の 原因 と し て 著者 は a) 


lead lap OMS E FIC & 2 So, 
b) lead. lap C7. HESEEN TS. 
OE CHS QE OERLOME. 
を 考え て 居り , Ramdohr 55 BSD 
影響 は 考え で いな い 。 な お b) た つい て - 


©, dragging, 


は 温度 が それ ほど 高く な く と る ABE 
よる 鉱物 構造 の 歪み が 大 姿 を 促進 する と 


述べ で 居り 注意 に 価 す る 。 更に 著者 は 上 こ 


SUD REAR HEL UC EWES EX 
HEEL, その 技術 に つい て で 言及 し て いる 。 
(Econ. Geol., 48, 225~232, 1953) 
e798) 
7471, 
MENS a4 bMS WEL OR 
係 。 三 本 杉 己 代 治 
隔 武 隈 山地 の 西 縁 部 た は 南北 約 120 HF 
(ERE ST =~ 4 ORDER 
状 に 分 布 し て 居り , CHEOB Lie 
作 つ て いる 鉱物 組合 せ の 上 で 特徴 を 基 
to ペグ マタ イト は 折 電 紀 に 形成 され た . 
が , 形成 中 又は その 後 歪 力 を 受け て で 形 が 
ZED, 更に その 中 に 後期 の 芝 液 が 上 昇 し , 
W— Be BAN L CHAE OLA IZ IK Lito 
更に その 後 路 力 な 歪 力 を 受け た が 。 LO 
削 さ は 地 素 部 と 地下 40 米 前 後 の と ころ 
で 異な る た あめ, マゲ マタ イト の 直 向 は 地 
RLV CROC A RY そ マズイ 
bBSE LITA APE OPE Mc 存在 し た も 
の と 考え られ る 。「 (RAPER, 2, I~ 


26,13 28) (KI 
石油 鏡 床 時 
7472, y フ オ ルニア 油田 地域 の 基 許 . 


絆 成 岩 棒 中 に みな られ る 油 の 集積 に つい て 
McNaughton, D. A. 

カリ ブフ オル ニア 州 南 部 の 油田 地域 に 於 
て は , EL UCH BRD 7c HZ EE 


BK OR ARISES STE, 


*s 


Be Bee, 


Sep MES: hon, ee 


We ASHEN. 18091901, OBC. 


Placerita Canyon. {Hob で る, SOU, 
Fhdab a YRS れ た 。 RUG Venice 
ic TGS Playa del Ray 油田 か ら 1929. 
年 に El Segundo YH abix. 1937.48. 
に 同様 の 産油 が あつ た 。 BALE... 
EDR BOREL 中 指し た も の で あつ た ; 
る と れ が 掲 職 と な つて と DROW 
発見 され , 1942. 年 に は _Santa Maria 
Valley (ify, 1945 年 に Bakersfield 
の 南東 Edison 32H -CARAOWERIC. 
TEL, 後者 で は 103 (IEE. 99 の 油井 
が 経済 的 産油 を 示し , 1947. 年 に は 2500. 
BA VORB: HE SHAICAO 
re 1945 年 に は また Wilmington 注 田 に 
も この 種 の も の が み ら れ た 。 鉄 る た に これ 
等 は 伺 れ ふる 偶 然 の 産油 に よる も の が 多く , 
地質 学 的 意義 づ は が 未だ 行わ れず , 従 つ 
REL St 4 FICS 与 そ られ な か 
つた 。 SAC DOM MORNE 
ABATE, BEASPOMIc 
NRE AIRET S CDOUAD SibK 
続 た に 由来 する こと , Thine aA 
に 洗う て 湖 り , 家 い で 不 整 合 面 を 横 切 つ 
で て 港 丘 の 頂部 に 婚 積 す る か , 或 は その 移 
HORT GES SOMMAC LOCS 構造 
ORMICSAL, 前 者 は Wilmington, 
El. Segundo, Playadel Ray, 後者 は 
Edison, Santa Maria Valley @Diq 
田 が その 例 で あろ うぅ と と を 述べ た 。 BE 
SHR TC BEBKORBHA 
BEL OWOREDCHWOCE, COB 
EAE ORR RO EMS in ChE S 
れ て 不 浸透 性 の キャ ツマ プ を 作 つ て いる と 
いう 3 事実 か ら 育 定 さ れる こと が 指摘 され 
RICHER AE HOS Haeeee GA rahe 
動 た に 起因 する も の で ある こと を 述べ た 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 
217~231, 1953.) [加藤 3 


7473, BABRAOSASEOUT. 


i Pratt, W. E. 


TAVARES SiR ec HR, 
LEED 2/3 を 国内 油田 か ら 供 給 し 。 
teas これ は アプ RVADFH HIE LOBED, 

RELCOS RL PE? られ る が SE. 
IC EIRD Fs. ROHBICHOCWOA Aibuh. . 
BRIZS うぅ 老 そ ない ゥ 。 HERA S AaD 
AMVEERE PES SCL OMT, Bl 
え 最 も 学識 ある 大 察 す ら RICHTER. 
量 を 過少 評価 し た の で ある 。 BREA 
探査 技術 が 油田 発見 に と と つて EOE. 
$HB7c factor で は な い 。 探査 の 方 法 , 
技術 が 不 完全 で ある より も つと 大 き な 障 . 
害 が ある 。 即ち 部 練 し た 科学 者 , BHO 
BRIE, 不明 の こと を 矢 員 9 に す . 
る 傾向 , 自由 な 企画 の 押 制 等 で ある 。 今 
ART AV AARBICHC 比類 な い 多 く 
の 油 由 が 発見 され た の は APIA A 
i BE Ch ORO CE, REOBGA 
WS WEBROHC, ‘“TRHRIREOR 
a” REGACEDWKied-b CHAO 
RIXAH OD DOMICe SMD E あ 
る 。 今後 誰 も が 最早 石油 発見 の 余地 は な 
いと 老 を る な ら は ば, 夏 油 は 発見 され な い 
だ る 3。 然し 唯一 人 で も 探査 へ の 自由 , 
RRA 4 OC 新 油田 の 心 像 を 持ち 続け る 
な ら ば BUHLER SNS CHF 5。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 36, 
2231~2236, 1952) [田口 
7474, カナ ダ 較 アル バー タ , サ ン ワ プア プ タタ 
パス 地方 の ミシン シッ ツ ッ ピ アン の cyclic 
sedimentation Spreng, A. C. 

カナ ダダ , アル メ ベー スス 地方 に 発達 する ミ 
シシ ッ ツ ピ アン , RY TOMBE cyclic 
sedimentation #ffZEL, この cycle 
の 性 質 が 北部 ジ ヤ ャ スパ ペー 近傍 , 南部 バン 
ッ 近 傍 の 好 層 対比 に 役立つ か ど うか を 決 
め よ うと し た 。 cyclic sedimentation に 
よる 対比 が COMMA CRIT Dib HB 


730 


に この 方 法 は 他 地 域 に も 及 代 され よ 5。 
XY TERRE, ERMA ERERS 
HAMAR Ab 4) ARAL AAS 
liy 7? }HES) OFBRE OIL CW 
る 。 こ の cycle (LEAKKBAROUBAOEBS: 
性 質 の 組合 に より 5 つの 型 に 分 けら れる 。 
と れ ら の cycle 型 は 上 記 の Hh ORI 
面 図 で は 連続 を 認め る こと が 出来 な い 。o 
BOS WELISABAIBE CH So MLA: 柱状 断面 
図 を 通じ 上 記 5 型 の cycle よ DBICK 
きい 複合 cycle ヵ Epes a Bee 
Pp Qiao, 2: cycle w megacycle と 
呼び た い 。 この cycle は 厚い 層状 の 石 放 
岩 ヵ 厚い 暗 放 乃至 黒色 の 貢 岩 た より iE 
され て いる た め 認 め ら れる も の で ある 。 5 
F750 7 4 = NOE SOFIE DSo 
BAD megacycle (LHMOR SiS 
通 以 上 に 厚い た めで ある 。 こ の megacy- 
cle Umiltqt PUP wR PAE SHV 
ン 由 の 柱状 図 を 対比 する の に ABI CHO 
た 。 処 が バン フ 層 の 基 諾 か ら 上 位 層 の デ 
ッ サ ドー ン 暦 知 の 間 の megacycle 数 は 
場 処 と より 多少 異 り , これ ら の 地点 の 各 
HAMID megacycle と , 動物 化石 に よ 
OME SNS メデ シン 湖 と ウッ ピ テ 湖 


(サン アタ ペ ス の 西北 方 ) の 柱状 図 吊 の 「 
megacyclse 研究 だ により; デ ツ サド ー ン シン 


相 が サン ワ フ プター コー ル マ ン 地 域 で は Y 
ピ ゼ テ 湖 地 方 より 上 部 に 発達 し て いる こと 
DO NY TIS WAL AF 
AVE AIC LIGA D CHS. KERMIT 
MZOAC, FIP R-VWGE DY? 
BOK, HARRAKEAOIRL ER 
mee ras a NaH LCis-0, He 
@OMALT IY Fv HE 当時 迄 は 
攻 増 し て いた こと が 知ら れる 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 665~ 
689, 1953) (Ha) 


7475, BRS OREM & 1S ea 
‘Saunders, D. F. 


AE RL RE SB 


‘ere MERROnDNS より ole 


- ATIC EAT SAIC 発する 光 を 熱発 光 


ae ‘ ARE る 百 熱 以下 OWES 発光 
ee Bic. x vii WEN LC 8 OIE 
する 。 CORTE AHORA 
WIORAICLOCETSODE. これら 

の 性 質 は 従来 皿 に 鉄 物 学 的 特異 の 現像 と 
し て 考え られ , CHE OTE MEI ICE 

PARTE RICE OPE FAS EOP 
Bz RY CRO FINA な い y' 筆者 は 
この 性 質 を 定量 的 に BER x DBD 


、 PRN DEC BER OFFA 


ewes 


を 用 い s 


対比 の 可能 隆 を 試み て いる 。 HES 1500 
ヶ の 農大 の 熱発 光 の 実験 か ら そ の 中 の 75 
% は 熱発 光 し その 発光 し た る もの ば 殆ど 
BMY AIR, ~ PRY Y DBO 
ROB EE 
& LCStAIt & 2mm, om F HOWE 
agers LARC CoOsmaeec 25°~250°C 
CRWORED LALES)hS hk Ba 
LST ES EF CMI Lico = 
の 場合 温度 の 画数 と し で RICLOMBe- 
ELCEDL. . 


glow curve” 


PEVICO GRE L LCA CUS BR 
発光 が 石 族 岩 地層 の 対比 え の 一 指針 を あ 


RAACERIOSL CMADERE, 特 
CLL LCR MIC, BRO 
SERIO fC MBIT 
vanian AIREOMIED 
を 求め た 結果 , これ ら の 曲線 の 極大 は 圧 
大 岩 の 地層 の 特 隆 を よく 示し で いる 。 Bh 
密 な 意味 で BIE EB LIES C 


glow .curve 


は 困難 で ある が , BAL ECORR ER 
MOET SDE, 今後 地域 に 於 で 連続 し 


だ 地層 の 各々 の 熱発 光 の 相対 的 値 に よ つ 
て で て, Als CICADA Micah, JER AST 
ED PSE Hh le & se EE OMB FERC 
価値 の ある も の と な る と と が 期待 され 
る 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
37, 114~124, 1953) (2D 
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Imperfections in nearly perfect crystals. By W. Shockley, J. H. 
Hollomon, R.Maurer and F. Seitz. [SEI HER OPSELRE] & BAIT 
られ た 本 書 た は , 最近 の 結晶 学 に 於 ける 重要 な 問題 が 数 多く 論 ぜ られ て いる 。 一 見 , 
結晶 な ど 規 則 正 し ぐ , 完全 な も ゃ の は な い 様 に 思わ れ 勝 ち で ある が , 結 品 は 他 の も の と 
同様 に 不 完 低 で あり , と の 完 金 竹 の 欠 ける た め あめ に, 結 品 は 半導体 その 他 と し て 廣 く 利 
用 され る 。 そ を それ に る 拘ら ず , この 不 完全 性 た に 関し て は , まだ 供 か し か 解明 され て いな 
Wo 

本 書 は 1950 a ン ポ シ ツ ウ の 講演 を 編集 し た る の で あつ て , oad 4 
部 , 17 Hd. 20 名 で 書か れ て いる 。 

. 第 一 部 は 序論 で , Phonon (fh), Bese WReHKAS, BORNE 
と そこ と に 移動 する 原子 計 外 来 原 子 , 四 位 等 に 依っ つて 不 完全 性 が 起 る こと を , (1) Im- 
perfections in nearly perfect crystals, a synthesis と 於 て 述べ , 次 いで, (2) 
On the geometry of dislocation に 於 いて Buerger circuit と Buerger vector 
CRO CHEN D HE DNC 

第 2 部 乃至 第 4 部 で は 実験 結果 が 述べ られ て いる 。 第 2 部 で は 変形 た に 於 ける 不 完 
ABIED EAD ERED, (3) Imperfections from transformation and deformation, 
(4) Experimental information on slip lines, (5) X-ray diffraction studies 
of cold work in metals, (6) Mechanical strength and creep in metals (7) 
The influence of dislocations and impurities on the damping and the elastic 
constants of metal single crystals の 5 HICHOc, 結 品 の 種々 の 変形 と 密接 な 
関係 に ある 団 位 が 論 ぜ られ , 第 3 部 に 於 て は , 拡散 と これ に 関係 ある 現 祭 が (8) Re- 
laxation effects in ionic crystals, (9) Studies of alkali halides by photo- 
electric methods, (10) Diffusion in alloys and the Kirkendall ett eect) 
Theory of diffusion の 項目 に 分 け て 述べ られ , 結晶 内 の 粒子 の 自己 拡散 が 統 生 的 に 
替 力 学 を 用 いて 論 ぜ られ て いる ゥ 。 筑 4 部 に 於 て は 結晶 面 の 種々 の 性 質 が , (12) Surface 
and interfacial tensions of single-phase solids, (13) Dislocation models of 


grain boundaries, (14) Interphase interfaces, (15) Substrpctures in crystals, 


(16) The properties and effects of grain boundaries, (17) Movement and 
diffusion phenomena in grain boundaries, (17) Movement and diffusion 
phenomena in grain boundaries の 6 章 に 於 て 述べ られ , ABOWIE, 化学 的 性 
質 と 粒 縁 附近 の 拡散 効果 が 詳 論 され て いる 。 
大 上 に 述べ られ だ 各 方 面 の 研究 は , 何れ も 過去 10 年 間 に 符 速 た 進歩 し つく ある 
る の で あり , 特に 斉 門 家 に 有益 で ある 。 本書 の 一 部 は 実験 の 額 察 か ら 基 礎 的 隆 質 を 見 
出 そ 5 と する も の で あり , 他 の 一 部 は 基礎 概念 か ら , 更に 複雑 な | 手 暫 を 解明 し よら うと 
SEAN CHA HE 2CDRMOMICILMBTO (SAN iH 0, 又 実 険 は 玉 と 
LCHRICH CRAB CODD, BUND EEHIC T OE SHEA LL sha SIT 
RES, COBMOBN BRE UCHB SS (A 490, 1952 出版 , John 
Wiley, 3,000 円 ) (KR 
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